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ANERE (Lepidomelane) OW F 


EE ml 津 i 
Bet BARGER 
ies £3 RAs) MY PA SEE OD FE ihe HY SICK GATS Pegmatite 岩 脈 路 出 し , 其 中 
(fi A OMAK EAT DUD HET SU TAOIER 2B O 0 炎 
EER BES LILD Pegmatite の 一 主 成分 に し て , 作 等 の 研 完 の 結 某 
HERS REA PEER: (Lepidomelane) な る ぁ を 知る を 得 た る を 以 て , 以下 
Ueric as Tila shes At Fo 
1 HSE O BH RE 
ABS BAB OBA HEP ARORMY BIC UT, MAO ADEM 
WKB BAS SEER(SROM Lo 
(PRB RES AIST BMT UE IF A PBR AS TERRE AZO, 
PURSE PHY 200 KBR, 南北 約 400 KIO) fee KS Hh 1G w Ec 
—|FAPLOR 3 Bante i AURS WOR Oo BEBE Jc Ban tti a OE 
成分 を 成す も の は , 結 卓 形 完全 な ら ざ る 巨大 の ペー サイ ト Rein 


212C2) aK Ww BR Se 


る 煙 水 唱 に し て , MERA LES T ES. WA BG BLT 
HEL, ILS 2cm~6cm を 有 す 。 栃 析 石 は 叉 長石 中 に 産 す 。 此 等 有色 確 物 
LORY L © 現 出 開 係 は 充分 に 知る を 得 ざ る も , モナ デザ イト と RRL. 
比較 的 明か に し て , モナ ディ イト は 潤 居 を な す す 雲母 を 綱 通 し 猫 其 面 に 突出 す 。 
ABROZRH IKKE HY 1 ORE R MU CHET. RAMP PRO 
2) BA LRIABRANE 8, IV LV THIER 5 HS 0 So 
28 EB ROLLER FD 

(ERS ABER OM LL, 肉眼 に て 純 な る 者 を 探 取 し , Dik 
め り 虐 眼鏡 を 用 る て 不純 物 を 去り , 更に 水色 に より て 一 選 不 純 物 を 除去 し て 
PMB 0. 其 方 法 は 登 通 の も の な れ ど も , 注意 し て 行 へ る 三 回 
の 結果 は 其 差 異 小 な る 者 な りき , 此 等 の 債 を 下 均 し た ぁ も の は 第 一 表 (1 行 
下 に 見 る が 如 Le 


第 一 R 
1 2 | 3 4 

SiOg | 33.82 | 0.577 | 600C-+TiO2) 134.03 ..... ae 
AlgO3| 17.44 | 0.178 305 17.46 ‘i 
FegO03| 19.15 | 0.124 19.14 

FeO 7.89 | 0.114 7.89 

MgO 3.86 | 0.102 | 228C+Mn0> 3.78 

CaO 0.05 | 0.001 - | 0.06 

Na20 | 0.42 | 0.007 8 0.14 (IB) 
K20 7.19 | 0.080 7.20 溶解 物質 
FESO god 9 sic 0 S01 a S04 

BA On) tt S00 2 1 eke ifn SS lenny had ogee 
| TiO, 1.27 | 0.017 0.45 

P205 tr. | eeeen: tr. 

MnO 0.34 | 0.005 0.35 

total | 100.11 | . 90.50 


(CBP ORE BS IC, ERO DS LUHOL BHA L, BLOW 
的 少量 な る ぁ と は , REAM LUD ICTA ESR OS 


Wo HE oe 91303) 


(8 LALOR L UTHICI Bid FeaOs の FeO に 許し て 過量 
15 BRN UT, HORNED & Cd (EBD TE ICIERR UT 分 析 を 繰 返 せ る 
も , H-KICKOG SPM SHRY SK O . MH Feo Os CB UERS IRE 
就き て 調査 する に 借 か に 一 の 産地 の も の を 見 る の み , 此 の 場合 に も Fe203 
の 過多 な る は BAEK ORIEL S BUC UT, HRM BEBE Lic J 
BALLS O 6 

PLEA ORLA ¢ (& FeO_ と し て 存在 す 。 MHUT Fe2O05 と し て 多量 に 
存在 す る 場合 は FeO の 酸化 せる FLAFANSD, 或 は 初生 の 成分 と し て 取 
扱 ふ べき も の な る か RES 未だ 充分 断定 す る を 得 ざ る も , 本 雲母 は 極め て 
容易 に 酸化 し 易 き も の な ぁ る は 視 験 上 知る を 得 た る ぁ る を以て (第 二 表 ), ALE 
の Fez O3 に 富む は 此 等 の 二 交 的 作用 の 長年 月 に 豆 め て 働き た る 結果 に は 
JES OD. ABEL LL, BGA CCE TAS AC, 新鮮 
な る 部 分 は 線 色 な る る も, 諸 所 に RE 又は 黄色 の 部 分 あめ 。 後者 の 部 分 は 
AG < MIA OMBILIK EABKSNSLo 

ABR F5—F (2) に 見 る 如く Hallimond の 方 法 に 従 ひ SiOz の 分 
子 比 を 600 と し て 定 験 式 を 算出 すれ ば 次 の 如 Lo 

88C(Na.K)20. 223 RO. 805 Rs03. 600 Si02. 304H,0 
な り め り 此 の 式 を 更に 簡約 する 時 は 

K,0. 2RO. 3R203. 6Si02. 8H20 
OE 

HRAK POR BIER TNS BAO —Old H2O の 存在 し 得る 分 子 敷 の 
問題 な り 。 本 定 験 の 結果 に よれ ば 少く と も 三 分子 の 存在 を 認め ざる べから 
SHS, こ は 従 来 の 二分 子 訟 に 調 し て 一 胃 訟 と な る を 以 て , BACHE 


1) Lepidomelane from Lichtfield, Maine. U.S.G.S. Bull. 220, 1903, 
F, F. Grout, Note on biotite. Am, Mineralogist, vol, 9, p. 162, 1924. 
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湯 度 を 以 て OWA S SND OF, HOM M LT BERK MA 
OTH S~Sbo 

Hie Halen! Ee SOL ee 
VEL, BCR eT 8 a AERIS Dk NOMS Hite Oo MIURDM ¢ SIO. %600 
と し て 分 了 予 比 や 見 出せ る は Hallimond の 訟 な り 。 然るに Winchell の 廃 の 
加 く R20 を 標準 と し て 分 耶 比 を 見 る に , 其 結果 は Winchell の 結果 と 同じ 


か ら ざ れ ど も , 各々 の 成分 酸化 物 の 間 に 簡 寧 な る 分 子 比 を 見 る を 得る な り め 。」 


RNS 
R20:RO: R204 : SiO02 : H2O=2.0: 5.6: 6.9 : 13.6 : 6.9 
RUTH RNS TE 
=2:6:7:14:7 

と な る 。 

HORM & OBIS & Ofer TEMA eB DEA ORC 
ES SRAS BHO. MEST RLM SARS SIBCMONS 
DEA A OAS OMRABIE CLIK EADIE 6 S70 MORI RS 
て は Jakob OPK T Ll LBLOMEL BMY GAT Lee 
む 。 MIKA RERODEC TB ORRE ORBKS HH LEACIL 
まれ のめり 。 HAR BLS CELA IC PED る 結晶 水 の 「 モ ル 」 の 和歌 は 
Hallimond 及び Winchell D¥ At 4H k OF SMITE BS ALT 
る 所 に し て , MORN SERA MMT b OTS eS SRB AE 後に 
WEDD AM Lo 


1) ARR 1 BH 38 R23. 2) Jakob, J., Die Chemie der Silikate auf Grund 
der Koordinationslehre. Sprechsaal, 59 (1926), 60 (1927). Jakob. J., Beitrige 
zur chemischen Konstitution der Glimmer Z. f. K. 61 (1924), 62 (1925), 64 


(1926), 69 (1928), 70(1929). 3) 本 方 第 2 ARSE OBR OI, 第 2 aR oe 4 BRIT. 
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SSROBE INS SRR. AZAR CHH TASCA 


第 


250 
300 
350 
400 
450 
500 


Temp. in °C 


= 表 


7.03 
5.98 
3.98 
2.22 
1.00 
0.00 


FeO in %. 


TER UTM AT SRL BK (4) cw 
せる が 如く , 不溶 解 物 買 と し て RET SS 
の は SiO。 及び 少量 の TiO。 の みな り 。 
MHINkS FeO 成分 の 酸化 。 本 雲母 を 種 
々 の 温度 に て 一 時 間 づ つ 容 気 中 に て 加熱 せ 
る に FeO LE ORPEMEL O 。 測 定 の 結果 


は 第 二 表 に 示す が 如く 500°C に 加熱 すれ ば FeO は 全部 Fea0sg CHMETS 


I, oe 
Heating Cooling 
Temp. | Weight loss | Temp. | Weight loss | Temp. | Weight loss 

in °C. in %. in C, in 9%. in C; in %. 
25 0.00 490 2.89 1000 5.58 
) 40 0.00 500 2.93 990 5.58 
50 0.04 510 2.93 980 5.58 
60 0.08 520 3.10 960 5.62 
80 0.32 530 3.09 940 5.62 
100 0.51 540 3.17 920 5.62 
120 0.71 560 3.28 900 5.62 
140 0197 580 3.40 850 5 66 
160 1.07 600 3.52 800 5.66 
180 1.19 610 3.56 750 5.66 
200 1.30 620 3.60 700 5.66 
220 1.42 630 3.64 650 5.62 
240 1.54 640 3.76 600 5.62 
250 1.58 650 3.84 550 5.62 
260 1.62 660 3.92 500 5.62 
270 1.70 680 4.12 450 5.58 
280 1.78 700 4,27 400 5.58 
300 1,94 720 4.47 350 5.54 
320 2.10 740 4.63 300 5.50 
340 2.25 760 APS 5 eel GT pile apse ane 
360 2.37 780 A Peed law es ke eex 
680 2.45 800 BidGuces |) Ce Er 
400 2.53 830 SR tem Barra ial ee =, ood 
420 261 860 5.34 Bae Isa! SP eCOCEL 
440 2.69 900 AZo eed sd 
460 Aol ds 950 LOUIE EC ae 52 ¢any 
480 2.85 1000 BBS ose | theese 


See i a ama a aa nr RS 
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eight in % 


5 20) 


を 知る ベ べし 。 


3. MBBISAI SHEROEBOME 
本 雲母 に 含ま る ゝ FRERA OM b SBROMRBRAGADE DL, 


ae ABDBKL to LMAPD 重量 の 
BMCEMEL SK, その 結果 は BER 
朋 第 一 園 に 示す が 加 し 。 


第 一 園 に 見 る が 如く , 常温 より 10008 
C に 至る 聞 に , 260°C, 510°C HEBOCD 
SRC TC Hh LIED NC BML ORY 
見 る 。 LEOL=RCHES ABE RR 
REE MBI T BEDI, 
Est ABNI TEKS HBELODLUS 
1) SS SUES AC IPE ES BAER 
は 人 築 四 表 及 第 二岡 に 見 る が 如 し 。 第 四 
et BC k OMS BKC MRS BIE ee 
失 量 を 見 る に 


ar ee 91707) 


260°C 510°C 630 °C 
fee Lee 
1.65% 2.98% 3.68% 
75.9 HH 1000°C (2 HEF BWR ALS.58% 756 Oo MEO ORME ORAM 
第 Ed 
} Loss of weight jin %. 
Temp. in °C 1 2 3 i ; 
25 0.00 0.00 0.00 0.00 
40 0.00 0.00 0.00 0.00 
50 0.04 |! 0.04 0.05 0.04 
100 0.56 | 0.52 0.54 0.51 
150 1.12 1.08 1.09 0.99 
200 1.36 1.40 1.45 1.30 
250 1.64 1.68 1.68 1.58 
C4) 260 1.64 1.68 1.68 1.62 1.65 
270 1.76 1.76 1.77 1.70 
300 2.08 2.00 1.99 1.94 
Sh aioe hace 2.28 2.31 2.29 
AQ Quan serene 2.55 2.59 2.53 
AS paliamoneees 2.79 2.81 2.78 
500 -| ee e| 2.99 3.03 5.93 
C2) - 510 | ee 2.99 3.03 2.93 2.98 
520 | ee 3.07 3.12 8.01 
550 | ceeeee 3.27 8.25 3.21 
560 | ee 3.31 3.34 3.28 
CO A Ea 3.57 3.52 
GO ae tenes ea 3.71 3.60 
CF) 630 | ee | veers 3:71 3.64 | 3.68 
Pry dle a Asko) cll wecbrece 3.85 3.76 
(And GR |e cones 3.94 3.84 
FD ec Races ell! betes 4,30 4,27 
RO eo ss 4.75 
GINO! ee Ee Al crated 5.06 
SHOE i | i snerts 5.30 
GO e |. sesees | tise seal) [ow csnsse 5.42 
OBOE |. venereal csesee mal”. oseeee 5.50 
OO erected carla Cheese ac 5.58 


ORS SDISHVKD BMA Oo HORE SRS BTR OP 
Di HED BME OA 起因 する も の な る か , BE MO RALLY DH — WAAL 


EE 5 ly = < she? | 
ve 
a. 


we 


218C8) ARH Re : 


OS — AAI BMLS ADBOC 生ずる も の な る か , 或 は 千 他 の 原因 に 
ょ る 者 ある か 等 を 明か に せ ざ る べから ざる な り のり 。 

既に 記せ る が 如く , 本 土 母 は 加熱 に より て 容易 に 酸化 し 易く , 500°C に 一 
時 間 加 熱 す る 時 は 第 一 酸化 洛 は 全部 策 二 酸化 鐵 に 毅 化 する は 次 験 の 示す 所 
75.0 0 WEIS 630°C DEMLORNCH Ts ALP OFF BBE TILK Ure 6 im 
大量 即 も 3.68% に , 酸化 に よ つ て 増加 せる 重量 即 も 0.88% % MES NILE 
BUF OBKRZ MSD LEAS. 510°C OBMCH TIE 此 れ 叉 酸化 の 殆 ん ど 


第 HR 表 終 れ る 跡 な る ぁ を 以 て 前 と 同様 に 
vas ee ea ee RL i ! 
rac: oe CSG Meo e BEC 5) PRILIE & O CBI AR INH 


260 | 1.65} 0.10) 175 |) 91, | すれ ば 揮 級 成分 の 量 を 得 べ し 。 
630 | 368| 088| 456 |} 07 | 260°C Omid 前 者 と 異な 9, R 
1000 | 5.58 | 0.88 | 6.46 |} 1.90 

eS ANE 
みな る を 以 て , 酸化 の 量 を 知り て 加算 す る を 要 す 。 第 五 表 は CEORSHY 
開 係 を 示せ る ぁ る も の に て , (1) の 下 に は 第 四 表 の 加熱 減 失 量 を 示し , 2) FF 
に は FeO の 酸化 に より て 所 定 温 度 に 於 て 増加 せる 重量 の 百分比 や 示し, 
(3) 行 下 は (1) と (2) と を 加算 せる 者 に て 所 定 温度 に 於 て 揮 柳 せる 成分 の 
重量 百分比 を 示す 。 (4) SAME BY SERA OBEA DI 
示す 。 

RRB OBNEAZRO BK PUK 3 分子 の N20 を 含有 する 者 と 
の 結論 に 達せ り 。 果 し て 此 の 結論 が 動か すべ か ら ざ る 事 帝 な り と せ ば 上 記 
DEDOEME DEAR IORI TERME & UT HO の 量 の 開 係 等 
CE UCH Shi TORE Lo Haim eT EREMNA EDS 
lepidomelane の thermo-optic properties は 叉 重要 な る 一 資料 な る を 以 て 
ORR OMAR RR LD CREAMS BELA LT. 

4. MRIS SS MMR OSME 
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ACR OT ICTS % 鐵 雲 母 と は 同一 標 木 に あら ざれ ども , WARROUE 
に か ヽ る 石川 産 Pegmatite pOMERCOS 種々 の 温度 に 加熱 し , IMT こ 
7 Rh is O86 EAL ORIN 5 O TW ER SARA 


三 園 に 示す が 如 し 。 


BET CR CDN 2 HS SIS AMOR Oo MAE OR Ve Bis > SAC RAD 
ith 6 BB OBMLO HRY SIR ARTE AE CLS OM S HRs 


を 有する 曲線 を 得 べ し 。 


第 三 周 を 見 Bic, Hila & O KI260C (FE BASILICA VAM ie S 


第 


INDEX OF REFRACTION 


ce) 200 400 600 800 1900 
TEMPERATURE IN °C, 


OPTIC AXIAL ANGLE (22) 


Fe VAT, 其 化 由 成分 に 
& WBMES EO LH 
定 す る を 得 ば , 加熱 に 
ょ め て 260°C E15 SH 
せる 揮 杉 成分 の 重量 の 
大 部 分 は Hygroscopic_ 
water (WREST) と 
Go&bweMY LCA. Ik 
te & PECAN SUK 
260°C に 於 て は FeO は 
既に 其 小 部 分 を FeszOs 
(BMES BYTE 
Lk 0 THEE Soin 


So HI MORISBRKSE O 大 路 知 る を 得 べ し , BAK WAR OD ee HSE US 
同 温度 に 於 ける 水分 の 滅失 量 と な め 1.75% % 0, MUTT 其 大 部 分 は 結晶 水 
に あら ざる は 上 逃 の 如 し 。510°C OPRAH TRAD £ O71 S 2.98% & 
酸化 に よめ て 増加 せる 重量 0.88% を 加入 せる 3.867% %UT HeO の 此 の 


220010). 8 A hy BRB 


JBJE CHG SRW LETS SRO HEE O Hygroscopic water の 1.75 
Mo %O BY % 211% は 全部 結晶 水 と な す を 可 と す , 如何 と な れ ば 2OC & 0 
約 500°C 迄 は 人 委 激 に 基 光 四角 を 細 化 する を 以 て な り 。 温 度 重量 曲線 ( 筑 一 園 ) 
に 於 て 510°C DHHS MWO TBA IG LCRA BEB eX < bE も Thermo- 
optic curves (38=[8]) 2S I< I OTASHHRRIC ST 8, 光 軸 角 曲 線 に 於 て 
も 500°C |ZIE< OOM BBY SS5H653, 600°C と 650°C と の 間 


第 六 表 PPO SAND 6 946 
Temp,.{, 2B. [ x は 温度 重量 曲線 の みな ら ず 
in °C. | Cobs,) | Cobs.) (obs.) 
20 | 328 | 1.607 1.681 | Thermo-optio curves の 上 に も 
200 BOQ WA Eerecccce Ae |ngs OmnLe er ee " 
S00 82h |. seeks eee | 明か に 認め ら る 所 な りり 。 
400 45.1 | eo 1.682 
Bisa hots | ie 693 | 此 等 折 踊 の 存在 は 上 逃 の 如く 
600 |= 62.7" | «---0s 1,700 | ., , is Si 
WO0rae CGT). weanse 179g | BCRBESDNS EDILHES SS 
800 74.2 | severe 1.735 ; 
900 の の ca, 1.745 如 し 。 HR 9& eld, 第 一 種 BUS 
1000 82,2 ARGO SR 0°~ 260°C の 間 に 安定 な a, 第 


策 二 種 即ち 260°~510°CO fi} CEE OE, 第 三種 即ち 510°~630°C の 間 に 
Bes DFE, 及 第 四 種 好 も 630°~ca. 900°C の 間 に WE ARO 含水 雲母 
と , WMO HAL HIE LIBS CLLR LBABRAN Lo 

LOM < Re SME CHAR TREK SBR OR EAA O TE 
#72 45 Oltsld, BAMGEARERA YS 6 tule SRB O (Cy le HES 
DHIKS S70 0 其 所 論 は 種々 の 方 面 に BES AN5D6548, HORS 
FLD SES, 鐵 雲 母 の 成分 式 に 於 て 含有 せら る ゝ HL20 は , 少 く と も 83 分子 
以上 な ら ざ る べから ざる な り 。 本 雲母 の 水分 に 読 き て は 猫 寛 験 せる 所 ある 
を 以 て 更に 後塵 に 論述 せん 。 

5. MBRAS CME COME 
AERO MAW EE & Werke tO 開 係 を 知ら ん と 欲し , RIS TRE BE 
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3 PRR TE & WATE & Ae AEE Oo 其 結 果 は KITES SBM > 
加 熟 減 失 量 の 測定 第 二 章 に 記 逃 せる 加熱 に よる 重量 の 療 化 は 加 熟 中 に 其 
匂 化 を 測定 せる も の な り 。 今回 の 方 法 は 前 回 の 方 法 と 異な り , 先 づ Hygro- 
scopic water を 除去 する 人 急 め に 105°C~135°C に 加熱 し て 重量 の 忠司 一 定 
する に 至れ ば 之 を 冷却 し て 重量 を 測定 し , 之 を 更に 前 の ABC TLS 
第 os 表 260°C 510°C 及び 680°C の 本 雲母 

Temp. の 送 化 の 諸 温 度 に て 一 時 間 づ つ 
105 |202| 175 |176 | 1.95| 加熱 し , 此 を 大 都度 冷却 し て 宣 


a b C mean 


135 PORN 2064205. | 210.) 5s i 
260 263| 237|239| 246 | BeWWEESEODSBCAER 
510 3.70 | 3.62 | 3.60 | 3.64 


ae 134/429 | 419| 497| る が 如 し 。 該 表 に 見 る が 如く , 本 
6 | ooo | 8 | cor] M@RSMRAOTIRIORN 
NV, ZENS Hygroscopic 

water BJ & ~H,OWk 2.10231 DCR RIL 6.377675 0 o SILO BAR 
EMM FIR OUATMOGR IR G 6—HeO & +H20 と 第 三 
FEEL BINA ICI OPER ORR C MIR SC, 
第 一 WBC TS 
+H,0=5.19%,  —H,0=38.99% 
, 第 二 ! MAORI kis 


A 510 °C | ea se 
1.65. % 2.98 % 3.681% 5.58 % 
Ne ee 
1.33 0.70 1.90 


B= FUORBOMRBRAD DIMA UCHR OARS 


135°C 260°C) 510°C 30°C sae L, on ‘et 
2.10 o 0 we 4.27%$ 6.01% 6.379% 
Nee ee ジーノ —— — 
0.36 1.18 0.63 1.74 0.36 
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YU b= ODRBY HRS 4 ICMR ABOMES LS BRD SX 
知る べし 。 即 も 第 一 の 場合 は 3.99% の 多量 に し て , PIOBS HBA 
260°C に て 1.652 な る を 以 て 吸 温 性 水分 は 其 れ よめ 以下 な る べき な り 。 H 
ー 三 の 場合 に は 210% UT, 260°C (ERT HSB MAS 246% な め 。 要 
ST SCHASRAE ( ARRAN ONBR ARENA ORESBASD CI 
RICBBI SRT, HORM LTA CRE HOS} 其 周 園 の 
RRS & O —H,0 に 著 し き 差 異 を 生ずる を 知る べし 。 

ith FL BIRR OBS LO, 異 れ る 温度 の 間 に 互 に 相 統 一 
せる 所 あめ 。 第 一 の 場合 は +H, O 5.19% KO. 換言 すれ ば 結晶 水 は 
5.19% 76 0 。 HATER OBA OTIC BIE IC UT, REE OGRE & 
0 CMR ML, ZEKE O MIBLEO KA I UC, 其 の 結果 に FeEOMFe20 8 
CBS ACRS SBS 0.88% を 加 へ た る も の な り め 。 PLD 場合 を 見 る に 
ints 6.37 —2.10+-0.88=5.15% に し て 第 一 の 場合 と 一 致す 。 獲 結晶 水 
の 約 51721 BS (MRICEES B Jakob の 方 法 に て も 譜 明 する を 得 べ し 。 

果 に 第 二 と 第 三 と の 場合 を WHS ACM BIE 260°C~510°C, 510°C~ 
630°C RU! 630° ~ 1000°CO fi T ERS STAMP SME UT, 其 間 
に 簡 澤 な る 比例 の 成立 つ を 見 る べし 。 

加熱 に よる 脱水 量 の 測定 AAI TS REORBMLIC KS kB AE 
測定 せめ MOPAR OME ME 2 2 & Tite LAR 
PS 0 Ptake Ske, U PIBSR EIS FERS! CaCl。 MIke LMT, IL 
水晶 を 測定 せ 0。 Liki LUC IAT lk, MRA SER OE 
EOBME ZINE 0 。 前 に 逃 べ た る が 如く 本 雲母 は 其 中 に 合 ま る ゝ FeO 
を 加熱 に より て Fe2Os WBMES SeUT, 加熱 に より て 一 方 に は 重量 を 減 
少 す る も 他方 に て は 其 重 量 を 増加 す 。 此 等 の 開 係 は 本 宮 共 の 結果 より 明か 
に する を 得 。 其 結 果 は 第 八 表 に 見 る が 如 し 。 該 表 に 於 て は 異な れる 温度 に 


人 eS 報 の 223C13) 


Wed Altackt & 同じ 試料 に 就き て 測定 せる 加熱 減 失 量 と を BRUT 示せ 
Do 


S$ N 
BD % [al U THEE ACS LU Iitazk 
OQ 寺 減量 
EL pp al) ty aay yop es 

ep 1 2 3 Aman 量 は 常に 加熱 減量 より 大 な 
0 Er a |acnns. 269 」 る ゃ は 前 た 輝 の 理 よ り 明か な る 
510 | -3.67 | 3.92 | 3:76 | ....-- 3.78 Bayon sag 
630 | 447 | 467 | 4.62| 4.45 | 455 PISO MRAkKRRAKOMRE 
TEE Waters Oe RIreere Haase 5.04) 5.04 示す 。 BD - 

Fst. Bs ie | 
260 の の 0 2 ae eee 2.77 260°C } 510°C } 630°C 
510 «| 4.55 | 4.78 | 4.55 |... 4.63 2.77% J 4.63% } 5.4296 | 
630 | 5.431 5.60 | 5.37 | 5.27 | 5.42 iar oe 
Vat hig ee RGa yee Bice: 5.84 | 5.84 | ; 


1! 


6 ジャ コア プ の 方 法 に 因 る 結晶 水 の 測定 

AOA RE OME (MM MMO. 白雲 評 の 場合 に 其 一 「 モ 
ル 」 は 高温 に 於 て も 腹水 し 難 き 場合 散 か ら ず 。 MHC ED ORE PCS 
鐵 は 二 種 の 短 態 あり て 脆 出 すべ き He は 

2FeO+H,0Z2Fe,03+He 

の 如き (6B Hee WEP I 現 出 し , HO を 簡 寧 に 測定 す る を 得 ず 。 BR 
に 其 目 的 に 詩 し 無水 ボー ラッ クス (Na2B407) を 用 ふる 方 法 あ 9 り 。 其 ボー ラ 
ックス の 話 帳 と 雲母 と を 混 じ て 加熱 す る 時 は 結 呈 結 合 或 は 分 子 結 合 (Der 
Kristall- und {Molektlverband ) を 容易 に 破 壌 し て H2O BAG NICUIRT o 

此 の 理 に 基き 四 回 に 旨 り て 定 験 せる 結果 は 7.28, 7.18, 7.22, 及び 7.25 に 
UT, EBL 7.23% 75.0 0 

HOBZRCRS T 120°C~135°C (PATRIA LO THLOBED 


1) Johann Jakob, Beitriige zur chemischen Konstitution der Glimmer. Zi Xe, 


64, 1926, S. 451. 


994C14) = ee ee aa 


する を 待ち Hygroscopic water を 測定 せる に 其 結果 は 210% な りき 。 tk 
に 全 脱 水量 よめ 吸湿 性 水分 を 減じ た る も の は 結 唱 水 な り 。 即ち 7.23—2.10 
=5.13 (2 UT, 結晶 水 は 5.137% 0 0 

此 の 値 と 前 に 逃 べ た る ぁ も の と を 比較 する に 皆 近 似 の 証 を 得 た め 。 喜 に 本 
2 AO) AAS SLAP 5.15% LU TREN LS KIC 本 雲母 の 一 分 子 中 
に は 3「 ェ ル 」 或 は それ よめ 多く の HO の 存在 を 認め ざる べから ず o' Ti 
MIRE 2.10% を 腹水 せる 者 の 称 熱 減 量 を 測定 せる に 4.51% な りき 。 

BEC abt S DAN < AAC Ot OBE BLISS ARIE UC ee Oc 
Do ROCA CS AED LOCTPREREBMEARHO S SIREOR 
あり た る を 以 て 此 方 法 に て 腹水 量 を 測定 せる に , Merk ws 7.25%, —H,O0 
は 1.96 な り し を以て 結 曲 水 は 5.29 70. MOB OWA EIS 6.68% 
な りき 。 

7 結 ti 

1. 化 退 分 析 の 結果 に よれ ば 本 雲母 は 鐵 雲 母 (Lepidomelane) ¢ ART ~ 
きも の な り の 。 MiCBABAEKOLRICS 64s も 何れ を 控 用 すべ き 
や 明か な ら ず 。 

(1)  K,0O. 2RO. 8R203. 6Si02. 3H,0 
(2) 2K.0. 5RO. 7R,03. 14Si0,: TIO 

2. 本 雲母 の 腹水 速度 は 温度 に より て 異 れ 9 め 。260°C ょ め 生々 低 き 温度 よ 
9 結 唱 水 を 腕 出 し 始め ,510C に て 約 1.8624, 630C に て 約 0.79 の 結晶 水 
を 脆 出 し , 其 れ よめ 高き 温度 に て 猫 2.44 攻 用 出す 。 

3. -EstOw 3 RARE ORME F ATES T, 光 幡 性 殴る BME T 

4. 以上 の 結果 を 線 合 する に , 本 雲母 の 一 分 子 中 に は 結 品 水 の 3「 モ ル 」 we 
(SHV LEAS LF ASEBE LS. 


Seeds rh 
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AAESHhILREMOLBORRBE (ひつ 
meee 3S Home x 
緒 = 

POAC BD CH AWH fo Os 1912~1913 年 の CHS, BEY 
は 巴里 ツル ボンヌ の Urbain BROKE T ASD bv {C BO RR 
を 練習 し つ ゝ あつ た が だ , 此 方 法 を 利用 し て PEO RICA % RHIC 
FES Did 極め て 有 癌 義 な る 事 と 信じ , HME OS PRA: 徳永 重 康 氏 に 
相談 し , 同氏 より 少 許 の 苗木 石 並 に フェ ル グ ダッ メッ LAOR Me SO, ZIRT 
HF ORR EID, 間もなく 包 朝 の 運び と な 0 り て , BEKSDPT ABE 
SU TOR SBR ES EFS BR SUSE AGT AGE, 理 第 博士 ) と 共に RO 
KAO 研究 に 取り か ゝ つた も の ・ ゝ ^。, FIA, MOBIC FF SHE O, HB 
te < PR OPRBK S ICBO, (RATED OM, 理化 幌 研究 所 設立 の 際 同 
所 に 於 けり る : 厩 完 事 項 の 例 を 徴 せ られ た 事 が あつ た が な , 此 折 に も MER 
SED OWE と 本 邦 に 於 ける RRO BBE 67% HALKD, Ble 
PAY GOSIBGKDOKS KEMECE 0 SBA DS BRE BE 
DE DEKBRE PY BRAIN OEE AEE OTN STFS OE 2A 
Hie k SPS CAH Me BR UT, FIC BANS » MLO MRA 
+ —ARE UE Ee SEE, WIT ZEO RM 2 ATT ORS 
WEB URKBCH OS. Hb, HK SEMPEAONKTCY PRO, 此 
PEPBRECS°HO CT, MAM BFOMRERO ERO HCI 
Zk D HARROD OD O し と , 叉 熱心 な る 研 完 者 諸氏 (木村 健二 
AB, JEL, HOP, 太秦 康光 , 南 英 一 , HAM 岡田 家 武 の も 氏 ) の 努力 と の 
賜 で ある 。 是 等 研究 の 結果 は 既に 基 都 度 DABS, BA AMC 
(Japanese Journal of Chemistry) 上 に 報告 する 慮 あり , 叉 去る 大 正 十 五 年 
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DAKE IST BAD ATS OVLA EAM HORE b FOF MK BE 
4 wiki d SG Bice, PALE ¢ OME SMMOBE MOT B 
人 に 提供 せら 5 る ゝ の 好機 に 乗じ , RIES TC BAD EK SHRY MARR 
UCB IK eFBABAOMMLeENDA LT ORBCH So 
WIZIC HOI SHORE EEO REE 

HAD 研究 に 用 ひたる 材料 は 大 抵 自ら 出張 控 集 し た る の で ある な , BR 
BE BE OWA a FS AR BG 2 Th BC LL Bi eae, 現今 湘南 中 
Bika) &O, QRARRRE et 77 -- AS AL as BCC eR PAE 
師 ) 及 一 部 は 小 藤 先生 よめ, RAN EV A OMS RAE OO, 何れ も 
好意 ある 分 奥 を 受け た も の な る こと を 特記 し て , 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 さ 
て 探 集 地 及 確 石 を 時 ぐれ ば 先 づ 岐阜 貞 苗 木 地 方 主 と し て 礼 岡村 附近 に 於 て 
得 ら れ た の は 苗木 石 ) フェ ル グ ダッ ン シ 大 , t+ TAD, BREA, BR) HE 
方 に 於 て 模 た る は モナ ブ 石 , コロ ンプ 石 , サマ ャ ルス キー 石 , 石川 石 ,) ジル コン 
ME) 2A b, GYR BREA, BEL SEB UT FT HTK ST EH Ute & 
DEF ENUF HA, HRA, 波 方 石 及 大 山 石 で る 。 BRC WMED & O 
と し て は 竹山 及 順 穴 の モナ デメ 石 が ある 。 MURROW € dit. t HHA 
FREOBA O AMR ASD b 研究 を 行 た が , 其 原 因 が 含有 せら る ・ ゝ 
徹 少 量 の 稀 土 類 に 存する こと が 分 つた か ら 選 も 併 て 記載 する こと ゝ する 。 


2) 
|e *# 石 


IG FER Se FAVA TH AS HB Ty SF EE OAS DG (2 WED BLK OFC hd HOU BAAD 
CHOD6 HMDA MARILILTAMBST 4S, FOULS MH THA 


1) The Proceeding of the Third Pan-Pacific Science Congress, Tokyo, 1926. 
p- 852 2848, 

2) FFA HE DO BR Ge A ARB CSB WS 235 TSR SE AHR, ARATE ER, 
HAHES ae, 第 42 tk, $1, 及 Japanese Journal of Chemistry, Vol. 
II, p.3 Ahk 。 
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| SUG CG G4FED) ok O THEN, 其 結 果 は その 後に 行 は れ た も 


の と 多大 の 差 が ある 。 RCRA SALOAMAROMWCZLI OTH 
TRA CVAZRO OAL eR C LE DMBL SOR, APMED URC 
HEB Ftrk BARR RLF BO RAID AEE KD HATES OR ~ 


第 一 ® Bie LOM CHO DBD, 分 析 
BW Azores |09314gr | DPRME AMIRI ME < teu, SETHE 
Fes0, | 142% | 138% | 士 の 結果 と 吾 人 の 結果 と が 多少 の 
EM | CORY Il stor | Hike Reo LEUeOs ok 
zo, | soar | slaty | 第 で ある 。 

(Nb,*Ts),05| iar | ager | SISTEMA? bee S 
BR | 2? | 288? | OC ERO ERATE TO 
合 ar |100.11% |100.72% | CRORE 


セリ ウム 族 元素 ,Ce. Nd 最も 多量 , La, Pr, Sm 之 に 次 ぐ 。 

イッ トリ ウム 族 元素 , Y, Dy, Er 及 Yb を 主 と し Gd, Th, Ho ZIRE, 
ASE SUC AGT RIE OE «ABBE DADE OW) 2 2 SH 
を 研究 せら れ て 0.00051 % な る 値 を 得 ら れ た 。 

さて 茜 木 石 の 分 析 結 果 を 見 る に COMLBR ATT, タ マタ ル の 含量 よ 
ORT IZAAY LROLERE AN MERORZ ED 131 = TORE 
IE UTH SH, UO。, ThO。 OHMBEOBIED 5 BELO し て HAAS 
WT ZrO,z, ThO。, UO。 & SiO。 isomorphous mixture l= UT, Part 
量 の フェ ャ グッ -RRABRLO BBL ULTRA GSS ED LGXS 


OUR btBS ¢ Bldzr4. 
9. フエ ル グ ソ ツン 石 


1) 佐々 木 次 郎 , 日 本 化 移 省 誌 第 50 HK, 第 353 Ho 


mae 


22818) aA By RS 
a, er APN ER CRE Say aN Cal oe ee ee eae 


HAGE LU AR AHI L BERSE LD OB GH. MELHAE 

LILI WH OBGIMOPE IRIE L, FEDRALK ONIN AR BL 
3) 

(正方 品 系 , HE, 5.8, 硬度 , 5~6), 後者 は 比較 大 な る ERS BL. 色 は 光 


2d BRRETH 4S. (比重 , 5.30, 硬度 , 6) 
第 = 表 HAE 


= at #8} 10.9928 gr. |0.6977 gr. 

MgO | 

CaG (1.16% 1.38% 

Fe,03 3.97 7 0.887 

Al,Oz 0.207 

Y203 37.647 

Nd203 1.997 |\42.807 

CeOn 1.267° 

ThO. 2917 

SiO. 2.837 1.437 

TOs 1,657 

Cub Ta),0, | 43777 |S 49-347 

UOs 0.857 1.997 
Wy Be ph 2.097 2.097 
合 |100.32% | 99.9196 


スペ クト ル 分 折 ( 弧 光 ) 
Ce 族 ; Ce, Nd, Sm 及 La 
Y 族 ; Y, Dy, Er, Yb 及 Gd 


即 ゃ 此 確 石 は 主として イッ トリ アァ 族 稀 二 
の = ォ プ タン タル 酸 臨 で ある が 遍 産 地 の 標 


第 = 表 GAMA 


試 e+ lca. 1 gr, 


MgO 0.58% 
CaO 1.407 
AlyOg 1.357 
Fe203 0.667 
Yo0g 40.897 
Nd203 0.897 
SiO. 0.79 7 
TiOs 1.157 
SnO9 0.357 
UO2 3.187 
(Nb, Ta)20s5 | 44.977 
COg 0.35 7 
Wy 2 3.927 
合計 «199.9896 


スペ クト ル 分 析 ( 弧 光 ) 
敵 主 類 ; Sc, Y, Nd, Pr, 
Eu, Dy, Ho, Er 及 Tu 
$3 #3; Sn, Ge, Pb, Cu 
吸収 スペ クト ル 
Eu, Dy, Er 及 Tu 


q 


SMB OML BN RICA TABS RS KV. HPL CHET RUE 
イィ イツ マト リ ッ ウム 族 の も の が セリ ウッ ウッ ム 族 の も の に 比 し 著しく 多量 で て あつ て 此 傾 


1) 楽 田 雄 次 , 木村 健二 郎 , BARES a 42 WK, 第 エ 頁 ; Jap. Journ. Chem. 


Vol. II. p. 2. 


2) ARMEXER, AA ESE, HH 48 Wk, 第 52; Jap. Journ, Chem, Vol. II, 


p. 82. 


3) HBBKOG Sik oanlcR Ss Sem. iy L.5em CRELOS Vo _ 


4) FFE DAES as 48 IK, 第 396 責 ・ 
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ESBS ERED & D'S TRICE T HS. DEED 8D » Gok HD 
FUE SOIC UTH US AE, HET 比重 が 前 者 に 於 て 小 な る こと も 一 
の 特徴 と すべ き で て ある 。 
RIFF VLE 量 は 岡田 氏 の 研究 に よれ ば 
WEB PE Ra=4.73x107 79 
REULGR FE Ra=9.63x 1077 9% 
116 DIG EIKLS, TUTYF HY LOBED LIOM ¢ 
IW BRE = _UOs 三 0.85~1.992 或 は U=0.71~ 1.66% 
SEGRE U0, =3-18% 或 は U=2.8% 
な る が 区 に 


ne BSR =~Ra/U=3.35 x 1077 
BOE Ra/U=3.44~107" 
76 Ail 7e FT (te & PAG SO HK k S PMG BDAZDCHS. 
SER, 佐々 木 氏 の 研 完 に よれ ば 苗木 産 フ ェ ル グッ VY Als 0.0021%D He 
を 合 む ょ の 事 で ある 。 
C= Neel = (ae aly 2 B 
BRAN AI WHA O 産出 する こと は 棄 に 明治 三 十 五 , 六 年 の 頃 よ 
OMG HUE KRIS RD OWES ILE 6 O° 吾 人 の 分 析 に 供し た 
MAA e ROMA BT REODAT, 全く 放射 性 を 示さ ず ( 石 川 産 の 
ュ ョ ング 石 に は 往々 微 に 放射 性 を 示す も の も ある が , 之 は サマ ルス キー 石 , 
石川 石 等 の 來 雑 に よる も の で ある ) 比重 5.59, 硬度 5~6 を 有する も の で あ 


1) HARK, DAES at, FH 49 HK FE 139 頁 。 
2) SRA, AA ES EE, FL ASAE ER ET bs $8 42 Wk, 第 957 頁 ; Jap. Journ, Chem, 
fol. if, p. 13. 
3) BRE, OBE ORB ICR TIL HC HAR O 分 析 が ある , 和田 氏 日 本 
Bi BCH — RH, 306 TEAR 0 . 


020) = (a as HHA Mh MS 


つた 。 第 四 表 は 其 分 析 結 果 で ある 。 
第 表 即ち 右 の 分 析 結 果 は ュ ョ ンプ BER~ 6 


ex og | 08257gr. | Bs 分子 比 (Nb, Ta)20O;5 : (Fe, Mn) O= 


& 


MO eo 1.3:1(CHBT る 。 

MnO 2.56% és 

se Pons 4. UVRIVAE—BRAIA 

aoe ae FCM BRAIOETH 5S. HARDEE 

1 2 \ 

TiO, 2 (第 二 版 中 イッ トロ ョ タン タル 右 の 條 下 (第 
Sn02 0.387 

WOs | xz | Oh 306 BOC TABS SRE O BRICKS 
Nb2O; 68.947 


wee aay BOK UT KEMFWE t+ 4O =O) 

Per Seta BS 7 + ov ~ + — (Samarskite) % な らん 

Per ee LORE SI Re EHS eo 
Ha ee ES CT SRE BME Y 6h, REA & RMI Z HR ORL 
た が , よく Dana の サマ ルス キー 石 の を れ に 一致 し, (LBM 第 五 表 に 示 
す 如 く で 古 る 赤 外 國 産 サ ャ ルス キー 右 の 一 般 式 

4MO. R,03,3(Nb,Ta) 205 
_ BEIRICM2(Nb,Ta)207 Ra(Nb,Ta) .0¢ 
(但し M=Fe, Ca, Mg, Mn & UO X.R (HLA) 

に 一 致す る 。 只 外 國 産 の も の に 比 し て ウラ = ミッ ウム の 含量 が や ゝ 高い や うぅ 
で ある 。 叉 稀 土 中 の セリ ウッ ウム 族 と イッ トリ ウッ ウム 族 と の 割合 も 外 國 産 (北米 
ラッ ラル, HER, WE) Db OWI V-He,B~21%, Corp, 1~6 錠 と な つて 
居る が 石川 産 の も の は 大 部 分 Y- 族 で あつ て , Ce- 族 の も の ば 内 Sm の ぇ ペ 
クト ル 線 を 認 む る ば か り で ある 。 此 の 如く Y- 族 の も の が 多量 な る は , HH 


1) RAHER AEX, DABS BE 43 te HS 301 WR 648 Hs Jap. 
Journ. Chem. Vol. II, p- 13 


2) G. v. Hevesy, Die Seltenen Erden von Standpunkte des Atombaues (J. 
Springer, Berlin) S, 123 33R8, 


MR HS BE 23121) 


稀 土 類 鏡 物 の 一 般 的 事 換 で て ある 。 AWBEDS Fyn 含量 は 48.5x 1096 | 
で Ra/U は 83.26x10 と な る 。 
炊 に 石川 石 は 大 正 填 一 年 の 頃 豆 人 が 石川 町 客間 山 及 大 橋川 に 於 て 探 取 し 


第 五 表 第 六 表 た も の で あつ て 
試料 | 0.8267gr. 試料 | 0.9839gr. 基 ウ ラニ ッ ム 含 
MgO 0.25% MgO 1.07% 量 の 異常 に 高き 
CaO 1.257 CaO 0.86 7 é 
MnO 0.84 7 MnO 0.40 7 Re Oc tidal 
FeO 9.647 FeO 11.787 2) s 
Al203 0-617 Al203 0.87 7 角 の 結果 前 記 サ 
+ 17.847 e+ 8.40 7 : 
UO。 16.87 2 U0. 21.887 TwMAt—HEL 
SnO 2 0.73 Ya Sn0 9 1.20 GY cS 
SiO 0.377 SiO. 0.307 も 異な る ぁ る こと を 
TiO, 0.10 7 TiO, 0.217 
NboOs 41.117 Nb205 36.80 7 BLU (結晶 
TagOs 10.00 Ya Ta 205 15.00 7 
H,0 0,85 7 H50 0.897 系 は サマ ルス キ 
& a | 99.96% f& at | 99662 | 一 ちと 共に 詩 
スペ クト ル 分 株 て 弧 光 う スペ クト ル 分析 GH) UHR) これ を 一 
SiO。 の 部 Pb, Ba, Sr. SiO。 の 部 , Pb,Ba, Sr, 
SnO2 の 部 Sn, W MnO, の 部 ) Mn, Zn, PARES & 
Y - j& Y, Er, Dy, Al20s の 部 , Al, Be. ZORBAOWA 
Gd, Sc, Tb. Y - jf, Y, Er,Gd,Dy,Sc 
“Ce - jm Sm Ce - A Sm, に 因 で て 石川 石 


(Ishikawaite) LBL. RARAGWOMIS KR? AS SRD CHE 6-4, . 
硬度 5~6 (サマ ルス キー 石 は 比重 5.5 PE S5~6) CHA, FTOUMBAMO 
結果 は 第 六 表 に ある 。 WAP TBARS 
10MO. R,03.6(Nb,Ta) 20; 
(M=Fe, Ca, Mg, Mn, UO; R=f.) 
OPERA OKA TY ¥ 24+ -—BCHOT OBEEOM (RK 


1) RAK, BIH. 
2) Hi OWI AVA IC MT (t_ ETRE AIRS V BEL, 


232C22) aR DR RB 


] 淀 に U り の 多量 な る と 稀 土 含量 の 低 き と は 石川 石 の 特徴 と する 庶 で ある 。 

炊 に サマ ルス キー 石 及 石川 石 か ら 抽出 し た 稀 土 の 陰極 線 引 光 スペ クタ トル 
の 研究 に よる と 陳 者 の え スペクトル は 甚 し き 類 似 を 示し 雨 者 共に 次 の 如き 元 
素 を 合 有 する こと や を 示し て 居る 。 

"Eu, Tb, Er, Dy, Pr, Nd, Sm 

此 内 サマ ルス キー 石 に 於 ける Eu, Nd, Pr, RHJIAKMU S Eu, Tb, 
Pr, Nd (SERRE ASD b ARI LOT 初め て その 存在 を 認め 得 
た 元素 で ある 。 CRE) 


AC OM AES ICS SSR 
+ YE IE = Bp 
緒 
PIT AG a CS 比較 的 に 大 規模 な る Tectonics を 意味 し , ZICH 
し て 小 規 模 な る を 簡 軍 に HAE LOT, 前 者 と 還 別 する 事 に する 。 I 
UT, 只今 は 主 と し て 地 鈴 構造 線 を 棲 見 する 一 方 法 と , WARE EO BM 
並 に 経 湾 的 應 用 に 極め て 重要 な る 事 を 提唱 し た い 。 
— ARSCILARAI A oe 7 OT 日 札幌 市 に 於 ける PAKBMROSEMAROR 
演 要 邊 で あつ て , MEPELCME LT RRS SAAOIED GA Re SE 
の で ある ぁ る 。 
#8 at 
BB OW ABABIE IC BE Ck, 西暦 1885 年 (明治 18 4) Naumann pe\c KO 
CH THY 6 tr, 其 後 原田 , Suess, 小川 , Richthofen, 小 藤 及び 基部 の 詳 
博士 に より 奏 表 さ れ た 事 が ある けれ ども, 何れ も 内地 を 主 と せ られ , 本 道 は 


1) KAM, AALBS SES A8 hk, 第 403 WW; Jap, Journ, Chem. Vol. IV. p.7 


oF if Rm 交 933(28) 


唯 錠 に 連 績 せる 開 係 上 , 多少 引合 ひ に 出さ れ た 程度 に 過ぎ な い 観 が ある 。 
Eb, 基 党 時 本 道 の 地 質 調 査 は 極め て 幼稚 で あつ た か ら , これ は また 己 む を 
得 な い 事 と 思ふ 。 然し 最近 は 可 な り 調 査 が 進ん で て , 段々 MMC OT aie 
但し その 精査 地域 と 笑 す べき も の は 基 面 積 か ら 云 へ ば 借 か に 条 道 の 約 六 分 
ー に 過ぎ ず LT, 全 道 の 約 生 ば は 未だ 全く 精査 され な い 地 域 と な つて を る 。 
古 か も 現在 これ が 基本 的 調査 事業 は 政府 に 於 て BC LY Gh, LOOM 
BAL G BS DO FG MID SD 6, 種々 の 産業 , 数 育成 は 火山 , WEE 
線 て 地質 に 開 係 あめ , 且 人 生 に 密接 な る 開 係 の ある ATRMOU SPIRES & 0 
解決 すべ き 地 幸 構 造 を 明か に する 事 が 出来 ず , Rik その 時 期 を 失 する こと 
SOT, ERMA OW 6. AHO MS WEA O RHO 
PST, Ht ABH % DERE ESET Tits § EY 今後 の 精査 を BAT SEC AA 
か の 参考 と も な 0, 叉 便利 で ある か ら , MEH OR 0 OBIE SD 
要 が ある と 思ふ 。 KCAL AERO ICCA O NY RRC HD 
ROMMEL TA DFR, E DIR DSA, HDCT O BA 
Ai RONCBA LT, HOASO WHE SHE LL LBSOTH Bo 
Sma SOR 

FESS — CARES b HRCI FRR Tsogonals 4 sWEE 2 OD. 開 係 を 日 本 
pee ee ee 
HDPE: Ai 28 年 (1895) に 誰 け る 測定 結果 に よ KOT Mod THES Gti BE 
eo 5s pari caw ke ow 
ail asta し , SBME BA eRLT 得 た る 第 
に よ つ て 見 た の で ある 。 き うぅ すると, 丁度 地形 賠 の 等 高 線 と 同一 の 形 


1) SL TBUHERE, 9 22 4B oF 266 BRIEIC BAN 
2) The Bulletin of the Hydrographic Officc, Imperial yapaucee’ Navy, Vol. 


II, 1918 


234C24) or fh ee 


LO, HEMEL DBC RS StS BW dC, 明治 28 4 ep aE 
ON SnREIDEKMEORPRE UTES, ZELMA ORDRE 
第 = 園 Se ate 


AR FR Hh We SE 1 4 
CATES ATE SAFI BME ERR CIN BI 
287 に よ ょ り て 著者 の 作れ る も の で ある 2 の) 
少な か つた 開 係 で あら 3 と 思ふ 。 KTR MEH es AT 
見 る と , 漁 の 如き 開 係 の ある 事 が 分 る 。 
(1) 酸性 火成岩 は 特に 盟 喉 な る 開 係 を 示さ ぬ , 


: 


= 
| 


Roe em SZ 23625). 


(2) SHACK CH SE BERO Fa? CK L, 
(3) WH&Z eC MROMRS 0, 
(4) £32 S Boe 41 中 約 生 分 の 22 DR (2) (3) LMROMMBH © & fh 
 OIMERSF, ZIERS SHKO RAMEY MAAK ATED, 他 の 
大 な る も の に 支配 せら る ゝ 開 係 て な か ら う か と 思 は れる 。 
(5) AHR TS BRB Ot dH SHARES 何れ も 谷 形 か , 
Rit KORVER S も の に 沿 ふ て 居る 。 RU, MEO MOH 
JOP EE O USEC EAE S BNE, SR ZI RBY 6 hr, 多少 等 磁 
WOBBLLS*» LODDS. 
以上 の 如き 開 係 を 生ずる 原因 は 甚だ 複雑 し て を り , ZO T 
在 の 基本 調査 程度 に て は 到底 十分 の 事 を 申 さ れ ぬ が , 主 と し て 地殻 の 質量 , 
| PBOBRI WS OUST LE 明か で て ある 。 特に 北海道 以 北 に 於 て 
tk HOS RARDBIL AND AE LOE bb SRC AR LL ¢, HORSE 
NABECERERNCHS. ZEEOTHIE, (B—-BRKRE =I) 
oe FESO) — OE LS BIG D', NBIC AS tuk pH Ae tat —BKU, 
WICH > 6 ALT ARS, WAR, 森 等 を 通り 0, WEEK BCA CHA © Pa Me LU, 
BARLEY OT AMICRL TES. FLOR RAE THD 0%, 
BAD IC ALMRUSE ALES & ORICEOTR 4. 第 三 の 著 し き 谷 形 は 釧路 市 
際 近 か ら 路 ぼ 北 方 に 向 つ て を る が , HB, 北見 の 國 境 一 帯 に 壇 若 性 の 火成岩 
PER Died, LLC KIER U, その 北方 へ の 連 縛 を 遮断 し て を 
Bo 然し この 山 春 を 越え る と 綱 走 町 際 近 か ら な は 北方 樺太 の 東岸 に 向 つて 
BIDS UL HEA CH DBD 推 侍 され る 。 叉 樺太 の 東部 を 見 れ ば , 谷 形 
の 極め て 著しく 北方 に 究 き 進ん て を る 事 が 制 9, 叉 北見 の 海 崖 際 近 に 於 て 
は 等 機 線 が 甚だ し く 北 西方 に 循 曲 し て を る 。 
EAE OF (S Dia FRO Baxe ie ABMDIe 物語 る も の で て , MEDI 


24 

= 

2 

& 

J 

4 
ae 


93626) Foo th ORR BS 


(L2V7C DA HRRIE O MEK IC SUR D ai SESH L FREE 7S  —ERWIBA RO ch BAe 
を 知る 。 


E RRS (ht SOR 
炊 ぎ に 我 孝 に 於 ける 重力 残 験 の 分 布 を 松山 基 範 博士 の 作ら れ た 賠 に ょ つ 
oe = «BB て 見 る と (第 二 園 参照 ) 同 博 
| トト | BS tet MS, HBB) © 
大 な る 地方 と 重力 の 局部 的 分 


布 と の 間 に BRO Bi OH 
Bo 特に 本 道 に 於 て は 最も る 著 
し くさく Slat T % BRT, 即ち 
札幌 附近 か ら 日 高 油 に 豆 る 一 
me, 北見 の 網走 か ら MBit 
附近 を 通り 人 釧路 沖合 に 豆 る 一 
ar tlk, 重力 BRO 等 値 線 が 
非常 に 窓 に な つて BO, BH 
の 和己 部 的 分 布 が 異常 に 終 化 し 
て 居る 事 を 示し て を る が 之 が 
丁度 前 輝 の 等 磁 線 の 異常 と ょ 
NEN FES 
KOA [RRs BBR 
SRR CA Bld LRG 
RE}, BHORRBIC BME SMHld Ee WOR SBME IEBS | と 
云 つ た 事 を 裏書 する も の で て ある ぁ 。( 未 売 ) 


ACHR U ANAL ERIC HS 
J omARA SiR 


1) RES aa Kick 15 46 8 AGL 頁 。 


sen ta spent lia 


FF # 6 R K 237(27) 


研究 短 報 文 


ent aia) & Ric FS Quartz plate の Pizo-electric 
resonator EL TOF MOsR IL —Fl 
; TBE Ra IE me 
ED TEO kia 2 kin D 5) OWN O, Z% piezo-electric resonator 
と し て 使用 に 供する 場合 に , 切り 取る 方向 に よ ょ つて resonator と し て の 作 
FAC TERI LD’ So BASSO kha IE O WEVA FR 9G BS BR 
pel KOC RBA MR Ut. MOVESES 20mm, 幅 5mm fe Ss Imm 
C, ZRR SOA MITA Sti. HT REOF IA RSH) 137000 CH 
る 。 切 め 取る 方 向 は 20mm x 1mm の 面 が 光 軸 に 直角 で て で, 5mm x 1mm の 面 
DpH SL CBA OPE his TAK BK ORM 2 IEOK. CEBIKOR 
は 出来 上 つて か ら は BBM EBRE ROD, BAI BIC US RO 
て 居る の で ある 。 
共振 作用 を 比較 する に は この 水 卓 板 を 二 枚 の 金属 板の間 に の る さく 兵 ろ , 
この 人 金 悦 板 を RAE Bice O BRE PO Mee rE O MAIS 接 績 し , 加減 
EZR IMUM UCSB ROR 2H 6. Mies ASE ORME RICART 
ある の で 水晶 上 板 が 共振 すれ ば —MOBOMA So HS 共振 すれ ば FO 


vy kisi 方 ay Fee LB | FS he ah UE 
Curie cut 即 5mm x 1mm Off as heii x AATF 133700 | BL 
5mm x 1mm jf as fei & te Fh 5° 133700 | 強し 
Ya ク 10° 133500 | 強し 
Z Ya 15° 136200 | £7 a9L 
Z Ya 20° 135800 | #4L 
Z ク 25° 35800 | #L 


Ya Va 30° 136700 | fee RUL 


938C28) ea ok eae 


Wo PERISHOM (, 之 に 依 つ て 見 る に Curie cut か ら 10 frOBBHDT 3 
SHEN $ OBG ROD ISU EES LBL OL LB DD So 


aP ame De HE Bk 


TEREBOSEBRICOWT Gt=) 
Beat 岡 田家 武 

前 回 の 前 生 , NBER 2484 GR) 及 前 々 回 に 於 て Johann Jakob の 幸 酸 壇 
錯 酸 廃 を 概 訟 し , 前 回 の 後生 に 於 て 該 読 が いか な る SERB O TE FE L 非 存 在 
と を 要求 する か を 形式 的 に 取扱 つう たか, 今 こ ゝ に 述べ ん と する の は HEE 
は 如何 と いふ 問題 で ある 。 

し か る に こ ・ ゝ に BAMMPRMT SIRO 問題 と な る こと は ; BABE 
HE 2c SEABED ILING B “moleule” の 如何 な る る の な め り や と いふ こと に 
つい て 十分 な 知識 の な いこ と で ある 。 従 つて , ANA, SRIF Im BOS 
十分 な 基本 化 旭 種 が 不明 な 限 9, 他 の 比較 的 Be 7s CEAEERR EO LK ot 
、 AA Jakob の 式 に 検 し て 大 な る 矛盾 な き と し て る も る, KRRBMRORE EY 
RS SCLIN KO. UU, これ は 現今 己 ぽ む を 得 ざ る 万 で ある 。 
現今 よく 存在 を 認め られ て る ゐる 3aR5 O. bR"O. cCREO5. AR"O。 (c#0, d# 
9; AFDC) の 一 盤 古典 式 を 有 す SBME VIB, 前 回 訟 く 記 の 手段 に 
ょ つて 錯 填 式 の Possible expressions に 暫 換 する こと 下 の ょ うぅ うに 試み よう 。 

この 際 天 然 の も の に つい て は 主として Idealized chemical species を 記し , 
人 工 確 物 に つい て は 合成 者 の 名 を 際 記 する 。 MOD PB HEH REFER HE 
され た 有名 な Hypothetical “Molecules” に は ※ を 附 す る 。 き また 化 幌 式 は 
先 は 先 づ 古典 式 を 損 び , 炊 に 錯 壇 式 を 掲げ る 。 

(DD) a=L b=0, c=1, d=2. 還 換 型式 ds, dis ( 輔 換 の 方 式 は すべ て 示す に 


Lah i fa lal aN 


a 論 及 HE oe 939(29) 


1) 
dn を 以 て する )。 
人 工 確 物 (Gorgeu, Bowen) K。0.Al203.SiO。; 


(SIOIR'? ik CAMSIO IAP» 


(2) a=l, b=0, c= 1, d=2: a AIEISe dy do di ds. 


Nepheline Mae PLAT : J Nee 

Ce Naz0.Al, 0s.2Si02; (SIO4IN,, CSiO2SIO6 Jap? 
CAL(SIOA)sTAE? Lik CAL (SI02-Si06)s Iai 

} K,0. Al,O3.28i05; csio, 3, (Si02 Sig) ay’, 


; K ee Se 
CALCSIO Dg TRE Ris CAMSIOg. SIO )oIat 
mae 


Kaliophillite 
Phenacelite 


Eukryptite Lig0.A1,03.28i0; (SiO4IKy (SiO S061 


CAL (SiOg)aTA® 叉 は CAL SIO. Si0g do Iai? 


(3) a=1, b=1, c= 1, d= 4, Be AFIS ds ds dy, dit dis’. 


“eS Na20. Al203 eee SiO a. SiO4 ie | SSSI SIA Ne 
CSiCSIO S08 aTAT » CAICSIO2. Oa 
Nik CAI(SIOg.Si0z.Si02.Si0,)sN ate 
Leucite K,0.Al,09-48i09; CSIO2SIOa (Si(SIO) Jaf, 
(Si(SIO 2. SOs sat, CAI(SiOg. Si.) say, 
Lit CAICSiIO2.Si02.SiO2. S00daaf, 
Spodumene Li20.Al。 Os. pnt oe FIO Al, SODA 
CSiCSIO2.Si08 Ya KS CAM(SIO2 Site hae Me 
Sik CAI(SI0 2.510», SID, sods) 
Kali-aegirine K,0.Fe,03.48i09; [ Si0.2Si0 Ihe, (Si(SI04) sIp2, 
Ree (SiC SiO. S06) sIpe (Fe(Si0 9. SO sre, 


(Hautefeuille) 
Rit CFeCSiO2.SiO2. SiO». Si0s)s Ine, 


eet een ee eee es 


1) ACHE ARE Vb RAH 


/ 
F. 
: 
| ° 
2 - = i; - 
icy Seat 


94030) BAR MER RK & 
Aegirine Na。0. Fe。02. 45102; [SiO。. ON CSiCSIOg)aIRe 
Nas; 


(SiSi05.Si0,) 5 re 
又は (Fe(Si0.. SiOs. SiO。. SO 


sae pite 
os Na,O. ae 4Si0 9; (S109. SO. CSiCSIOa) SIC. 


(Fe(SiOg. Si04)3 see 


CSICSIO,. SiOgJaIOTS CCHCSIO, $104) Ns 
Rit (Cr(SiO,.Si05.SiO,.Si0, selene 
4 821,b=0, cal, die. time dy dy 
Albite(Ab) —_Nag0.41,05.68i7;  (Si0.Si02.$i0, NP 
eee [AICSIO 5. SiO». Si0.) 28% 


Orthoclase(Or) K,0.A1,03.6510,; CSiO。. = SO Al 


——— NIT 


叉 TALCSIO。 SiO, SiO ae Al, f 
AEVED Li 
tle) DIO OSSO: CSIO2.SIO2.SiO4 A 
Rit CAISI0g S10, S104) 3 Thi" 
eee Rb, 0.A1,05.6Si0 2; (SOs SiO». SiOJay 
叉 は CAU(SIO2 Si02.Si0,),)%bs 
Cesia-feldspar 3 ; < 2 
(Dittlery C320. Alz03.6SiO2; CSIO2. Sip. 0 
叉 は CAUKSIO2. Si05.Si04)aJCSs 
2 
Ferri-orthoclase a 3 ae : 3 
(Hantefeuilley Ks20.Fe203.68i02; CSiO2. Si0,. sio, JK, 
Rik CFe(Si0,.Si0,.Si0,). <3 
4)3 Fe, 
(5) a=1, b=0, c=1, d=8. Heys dy 
Petalite Li,0.A1,03.8SiO2; CAIKSIO2.Si02. S10... S04) Iq 
(6) @=3, b=0, c=1, d=3, HE HET TE dio dis 
parte) SOEAL ON SO 


CAL(SIO, INI Lik CAICSIOg. S06)sJaT° 


a 2h 雑 & 


241081) 
= - Natron-sarcolite* 
% (Schaller) 3Na 20 Al 203. HSiO。; 
(AISIO IAT? Rik CAL (SI0,.Si05)5 Jat” 


(7) a=0, b=1, Ca; d=1, 


Tschermak’s molecule 


Peta dy dis’ dhs 


: (Tschermak) MgO0.Al203.SiO» ; (SIOg INE 
Prismatine ae 
[Mg(SiOg)aJaje? 叉 は CAI(SIOg a Inge? 
5 623JAl。 RIES) 


(8) a=Q, b= die c=; d=2: Be Ha SK a dis dis’ 


Anorthite(An) Sos Ba _£Si02.Si06 Ih}, 


[Ca (Si0s. SiO, )33¢? 2 Mts CALSIOs. S00 


Celsian(Ce) BaO.A1,03.2SiO,; eee se 

(Ba (SiO2. Si0g)3) a Lik CAISIOg. S106). 9348 

Strontia-feldspar 2 3 : 
Ee lSr0.Al203.2Si02 ; CSIO2.Si0e TN 


"rsr(Si02.8i06 a 又は CAICSIO2:SiO8 a 
= ORBCB LT Jakob が 屋 々 穫 へ た る 他 の 異形 式 錯 協 式 は 後に 論ずる < 
(9) a=0, bel, c=1,d=3. Wiest dy dy du’ 
Fae oecees Mz0.Al,03.88i0; [Si07. SiO. Si0g) Aly 
CMg(Si02.SiO». Si0s)sJat? 
叉 は CAICSIOg.SiO2.8i06 aI APS 


(10) a=0, b=2, c=1, d=1. " 輔 換 方 式 な し 


Velardefiite*(Gehlenite)(Schaller)\ 9Ca0.A1,02.Si02。 
KITE Rankin) \ 2Ca0.A1,03.Si02 
3 ManganogehleniteCGlaser) 2Mn0.Al,03.SiO» 


(11) a=0, d=2, c=2, d=5, tears Ll 
Cordierite(end species] 2MgO.2A1,03.55iO 9 


(12) a=(Q, b=3, c=1, d=3, ih ATK dio Gis dis dig 
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Sarcolite 3CaO0.Al,03.38I02; [AI(SIO4)33 te 
(Monte Somma)! Ca Ca 
Grossularite [AI(SIO2.Si0g) aI Aj CCa(SiO4)3) a1? 

35 A D9 
: ‘ Ca 
lk [Ca (SiO,.SiOg ) sJAly 
Pyfope 3MgO.Al,05.3Si0,;  CAI(SIO4) g VE 


CAICSIO 28105) IAS CMg(Si0.4) sae? 
Rit CMg(SiO,.SiOg sJae 

Almandite  3FeO.Al,03.3Si03; CAISIOg)sJAy® 

| (AI(SIO2.Si05) sTay®, (Fe(SiO4)s Jai? 

叉 は (Fe(SiO».Si05) s Tay? 

Spessartite  38MnO.A1,03.3SiO5; CAUSIOg) say 2 
(AU(SIO2SI06) sar” CMn (OD 
叉 は CMn(Si02.Si06)aJATS ; 


Ferri-SarcoliteX} 8CaO.Fe203.8SiO2; CFe(SiO4) re : 
(Schaller) 3 


Andradite CFeCSiO2. SiO6)s ie x (Ca(SiO, joo 
Rik (Ca(SiO2.SIO8)s J * 
Uvarovite 8CaO.Cr,03.38i02; (Cr (Si04) 8622 
Cag Caz 


(Cr(Si02-Si06 scrs, CCa(SiIOs) 3G, 
叉 は (Ca (Si02.8i05)sJey% 

(13) a=0, b=3, c=1, d=6, PBX dio dip du dy, 

Peryll 3BeO.Al203,6SiO2; CAUKSIO2. Si04) 33848 


3 4. Be : ; B 
CAI(SIOg. S106) sTAI®, CBe(SiO2. Si04)s Tai, 


ae a: Bex 
叉 は (Be(SI02.Si06)s 347° 


(14)a=1, b=2,c=1,d=6 @§HRAK de dio du didis dis dis 
Idealized Glaucophane*(Clarke) Na ,0.2MgO.Al,0.36SiO, 


>) er 


. ¥ x 
Wem RS at: pi % ‘ 
, < ad 


ef 及 Me 94333) 


i Holmquisite Li,0.2Mg0O.Al,03.6SiO, 
= Crocidolite Na,0.2Mg0.Fe,03.6SiO» 
BR (LE — OPIDAILOW THR 5. 


Na Na, 
[SiO 2.Si02.Si0 ;JMg; CAL(SiOg. Si04)3IMg, 


Nag Na, 
CAICSIO2.SiO2.SiO; )3)Mg3, CAICSIOn.SIOg.SIO,.SIO,g )3 JMg4> 
Als Alg 


Nas Nag 
CMg(SiO,.SiO04)3)Mg, ([Mg(SiO,. SiO2. SIO;)3 Mg, 
Als Als 


Na, 
Rik CMg(SiOg.SiOg.SiOg. S106 )3IMEs Cis) 
4° 


AFOPAR FDInet) 
Metezeh 峰 一 
- RALHEAADS 10BM, RCOF ETS Ah HSH), (DiS, 
(2) KB, (3) AASB, (4) BAROMMAS, (5) BRO SHB, 及び 
(6) BED 6 HEC Arve excursions が 始 つ た の で ある が , LHS fd bv 
: ンド Fe Be LL, 最後 に ス ウラ バ ャ に 至る 各種 の course PLOT, K 
々 の 専門 的 見 由 を 行 ふ 様 計 書 せ られ た も の で あつ た 。 KINBL—BO’DO 
LO IAREKIS 26 日 は 休養 MTS 27 HDGCHORD, MO 4 weld 26 日 
Hb > Fp BC, 本 邦 代表 地質 童 者 の 大 部 分 は 第 一 班 の WBE 
Mt Gh, 同日 ダル ー(Garoet) に 向 は れ た 。 筆者 の 選ん だ 火山 廃 族 行 に 
so 於 て は , Lacroix 侍 士 夫妻 を 初め 参加 者 20KRB, 之 に バン ドン 地質 調査 所 
有 | の 新進 技 師 敷 名 が 東 道 訟 明 の 色 に 同行 , 約 830 名 の 一 行 て ゎ つ た 。 
ーー トト ヒ 日 は , 早 彰 に バン ドン を 研 し て 東南 に 向 ひ , Paseh を 経て カッ ー 
カモ デ ャ ン (Kawah Kamodjang) %5L8iU, 火山 ペペ ンダ ヤン >(G. Papan- 
dajan) ORE F ~ wv v (Tjisoeroepan) に 至 る 行程 で あつ た 。 Paseh で モー 
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ター, ヵ ー を ET, 或 は 徒歩 , ISTE, 或 は セダン | チェ ー ア テア と 己 が 好む も 
- DPE, 此 日 の leader た る Bemmelen! FE .(sG_Lembang*KKBRO BR) 
を 先頭 に , HICSS Malabar Ki PEAOs, カッ ー, カモ デ ャ ン 指 し て 登 
DTHOK, HEF VY LOK VHK1600 mR, RUSH OW TC, WS 
$B LMRIE CRAPO, 蒸気 噴気 孔 , OPAL, 温泉 , PEWS DAS < 
次 か ら 炊 へ と 見 受け られ る 。 先 づ K. Manoek (bird crater) に は , 小さ な 
湖水 が あつ て , 温度 90C |= LOS VREOKE OG eUEX, LO 附近 一 面 
(c B.S を 噴出 し, 地表 は 黄色 を 旦 し て 居 つ た 。' 叉 此 の 北西 端 の 1925 年 に 
生じ た と いふ 泥 池 て は , 約 1m の 高 さ に 泥 土 を 噴 騰 し て 居る 慮 が あつ て , It 
の 温度 も 90°C 以上 で ある と の 事 で あつ た 。 ミ 此 の 南 々 東 に 泌 る 同様 な 湖水 
K. Bertjek を 終 れ ば ,; K. Moending, K. Kamodjang, K. Panggilingan 4, = » 
に も 噴 築 孔 , 温泉 , 泥 池 の 密集 地 を 見 出す 。 路 は こ ゝ か ら MBA ALHEL, BK. 
- Saar, K. Tjiboerilan, K. Leutak, K. Tjibeureum & [ajEe zs AMES HN ~ b ESE 
を 導い た 。 

以上 一 覧 の 聞 に , BAIA AI) Ye FORD HOT, 其 の 或 る も の は 
bth IR KAA PE D6 USI UCT 居る の を ! 見 逃し 得 な か つた 。 
AFL ORI AKT) OBE LEAT TL 稀 な 事 で ある が だ が, 伊太利 や ヵ カリ フォ オル = 
ァ COPUEROTJIMET 8, 火山 エネ ルギー の 工業 的 應 用 の 途 を 参 究 せよ ょ 
LWARLEAS SBRTE 6,» ICT 1926 年 , BRED 火山 研究 所 長 
Taverne は , 此 の 目的 の 最初 の 試験 的 ボー リ ング ダ の 地 と し て 此 慮 を 選ん だ 
DCHOK. MHS 回 の 試掘 を 行 ひ , 回 を 重ね る に 従 つ て 好 結 果 を 得 た の 
で ある が , 第 三 回 目 の . KK. Panggilingan に 於 ける も の は , HOVES 60.m を 
超え た 時に, LMORL, VDHEOREB IK ROT 凝 旅 岩層 が 題 れ , 66 mick 
ぶ や , BBN BM ONA TYG SAMOA 2 5A, 温度 123C に 昇 つ 
た 。 此 の 時 噴出 する 蒸 握 の 量 は , 1 時間 8000kg と 算 せ られ "ルル しそ 900 キョ 
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D7 bOI BLES o MMILPRD COo 及び 芋 2S を 除い て は , 殆 ん ど 
KBROAE OMY, HOR, wD) と 温度 と は 殆 ん ど 不 終 で ある と いふ BH 
WB Ow») » 7st K. Bertjeck の 東部 で 行 は れ , 深き 120 m 迄 掘 つ た が , 
62 OREM TRDOKOCHL URE HOR, ©» CHAD HO TAK 
泉 作 用 が 始 9, BARNS 5 RCH 25 MO 高 さ に 熱湯 を 噴き 上 げた が だ , 2 
は 間もなく 次 第 に 論 及 停止 する に 至 つ た 。 KW CHAE, K. Tiboerilan 
の 南 で て の も の は 最も 結果 良好 で て, BUTE 6B ORB! T 5 EW EW 
や が て ホホ テル, カモ ヂ ャ ヤン て 午 付 の 後 , 再 び 出 迎 へ の モー ター, ヵ ー で て 宿所 
チ ス ル ペ ン の 未 テ ル に 向 ひ , か くし て 旗 行 第 一 日 は 興 深 く 終 つた の で ある ぁ る 。 
FAWN VSG 1200m OBB, RCS 士 に 似 た る 秀峰 G. Tyikoe- 
rai (2821m) を 望み , 西 に は 唆 維 ペペ ンダ ャ ン て (2675m) BEEN, MA OIC 
RL BOS BHM ICBEE Lik — DAB, FA S 28 DOB, AERO 
浴び な が ら , —AAIMECR OG SAROWKIL va vy Oma UT, 此 
PRR Lice MRO URES, HOR EM, eer F 2-7 RBH 
び 徒 歩 の 人 々 , それ に HWRES 2 — 7 —2 入り 交 め , 引 貫い て , 徐 ろ に 登 つ 
CH 6 o TPE 2000M 迄 の 所 は , BO MACHA DORE UTE TA OT DAO 
た 眺 は な い 。 BE L/E & Tji Paroegpoeg OF IE 9 1S TH & 76 § HRD 4T IE 
RBOTHOR OMRON T, OS ERA Ya YOK Cp) 
DARA ICP 6 22, BIS ILT O IE ZRRMOTT<S oo SD 6 (eS F 
b FLT RET » ECHO talhM 6 Mvrolll SAE & UCR REORA 
RULED & 成 つ て 居る の で ある が , ZEAL OME OF 環 酸 分 を 多 
量 に 含ん だ ( 化 府 分 析 の 結果 , その 或 る も の は 9076 余 を 含む 由 ) 白 色 岩 石 に 
MOTE SBD ERE Vo K. Manock, K. Mas, K. Baroe, K. Nangklak 
ee WADE DRICA ( OAR BCS EEA TL 2 2 OC, 地 は 一 面 に 硫黄 粘土 に 
覆 は れ て 黄色 或 は 放 色 と な り , BA LIL OAR? TS, BSP 等 の 行 手 を 
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Weal e CHO. Bib, K. Mas HOR FLSMAWT, 小高 い 兵 


地 を な し , 最高 温度 400°C に 近い 慮 も ある と の 事 , 高 る 4m に も 達する 硫黄 


第 太 EER (55 7' tal), 
, | ®B2BLT 
Rit UTS 
泥 池 等 は, 見 
る 者 を し て 打 
RULOK. 

KC, Me 
KD $B, BAL 
D 0 fal WHO 


K. Mas © Bi He HE て 居る 枯木 の " 


林 の 彼方 , WED (=, K.Baroe OMA RNDKA DLA 40358 ¢ S 1928 年 の 初 
か ら 24 年 の 末 に か り て , ©» CHA water 或 は mud eruption が 繰 返 さ れ て 
火口 底 の 風化 岩石 が 拠出 せら れ , 終 に 24 年 の 12 AIC KIEV O, 此 の 時 
に は 1m ALOK S AMET, 350 9K BOBBIE Ut bBo ORL 
こ ゝ の lMAHWORE, 常に 100°C を 超え た 事 は な い が だ が, We 1 JE, 24 年 の 2 
A, ELPA BOM fresh な 火山 旅 が 噴出 せら れ た 時 に は , 温度 高く , 附近 
OUR OME } Bl EAR LCRARERBUTRAK. ZEBORBA 
cS K. Naugklak に 引 貫 いた Roeslan Valley Cit, 其 の 名 の 因む Roeslan 
EV SLAB, 上 記 の K. Baroe KRBOHR, 突然 の 猛烈 な 互 其 杉 
MIE, 其 の 生命 を 失 つ た と か , 43 COs を 多量 に 含ん だ 瓦 勘 が 放出 
UTE Se (未完 ) 
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445, +PAOS EB Szabé, St. N. 
Bragg’s Method 2 yagyye Mgk 2 & OEM 
し て 詳細 に PELE SER, HRA OFF 
唱 は a。 =7.81, bo =16,59, co =5.64CA ie 
ORFIERe 有 し , POPS 面 像 品 旋 
の Vn! BREIL, RHR OHNE c を 
二分 し た る fil b a:b: c=0.47384:1: 
0.3408 £4 2 #0 BML, RE Ic 
it BREA cubic close pack を な すこ と と , 
RU BAROR ML & PL CrRAO 
BFR HoFe AlgS 20w=FeCOH)2. 
2AlgSiIOs LGIEL, HORM OME 
KM C—-HE UTHI RV, CORBEIK 
Pec. Vin" OF MUAH COLODS F Ica 
Fe (OH) が , BRAYIC PHIL, % その 他 の 
裕 間 に は 2Al2SiO。 gs BEER A Hie & te L 
て 存在 する は 注意 すべ き と と な り リ 。 AT 
PA LEIA LEO L( RO 
上 品 な る に も ゃ も か きわ ら す parallel growth 或 
は 双 上 品 を な す MSIL, 自然 結語 と 
ideal case な る HoFe Al4Sig05 と の 化 
ERI LO allowance に っ つい て る 論議 せ 
り 。 CARH 266 38RD CZ. f. X. 71, 108~ 
116, 1929)( ZAR) 
447, ZrO, OBBI-AT SXMMHA 
AS HR] 487 229K 0 
448, FAO XMRRIIET AH 
475 BR 0 


49, HREBKE SSO X MAH 
Mauguin, C, 

HREAEX SM * cr SBRHOM ye 
間 格 子 を he TS XR & ee 
Vo BHI s ADM UHR D 
れ , 各層 は 習 角 線 a:b が 1 ユ 1: pf 3 な る 比 
RAS 3 VALET Kas HAR A CRS Hh 
MART ORS RULOWIKCRZE SS 
SRF ORERL UCHR Vo ZK 
依 れ ば , 酸素 原子 の 敷 は 常に 12 な る る も 他 
の 原子 の 敷 は 一 定 な らち ず , 従っ て Hp 
MRFORE L-ER ST UCRRIAME 
HOBPWOKE EHS-5407V, WL 
CHO 12 fi OBR RFA 構造 OGL 
な れる も の に し て , 他 の 原子 は HO fo 
BEAT & OLE 5 So (Compt. 
Rend, 186, 879~881, 1928) (4=RH) 
450. SHRZLO XMAHZ Mauguin 
C., Graber, L. 

HREBE LS BHis, 其 の 単位 空間 
格子 中 に 12 箇 の 酸素 原子 を 含む 事 を 4H 
に 報告 せる が , BH RBLAIC PCL AS 
J, O+F obit 12% 43,02 F Lo# 
Sa * に 依り て 一 定 な らち ら ず , 叉 は 
OH FRY CHIME DSS LLB 
得る ゃ の に し て , ZIMA BAL 同 大 
な る を 以 て な り 。(Compt. Rend.186,1181 
~1133, 1928) C@BID 
451, RUAN b IbIS RSMO Hse 
Mherry, E. T. 

PWD ANT bLICPT, HO RMN 
ンド の 位置 は 一 般 に 特有 の も ゃ の な る 区 , 
之 を 以 て 磯 物 部 に 成分 元素 の 識別 を な し 
得 べ く , 著者 は 題 微 鏡 の IRGC DICH 
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EM Lic S MAME e 用 ひ て , Wika 
XY pr ORME tH LeU Oo { OBF, 
MANS bv K VY & DOG 
と し て 癌 察し た る HMRRHIC UT, NX 
試料 が 細 粉 の 場合 も 試験 に 供し 得る ゃ の 
%U, ROM RELI, Gey ve, 
RAFIVABRUTICAF SIVA 
Pity 18%, (2) イッ トリ ウム , サ マリ ツウ 
DRU=NWEV ABA 5S) IF 
= ウム 含有 確 物 9 種 に 就き 吸収 ペン ド の 
平均 波長 を 列 訪 せり 。 CAm. Min.,14,299 
~308, 1929) (4H) 
452, MAF PAR | IL Chudoba, K. 
南 阿 Postmasburg © Ha fe DE AEE IK Hats 
BAF VAR -NEBWAEENREV, BK 
win 8cmX0.5cm OAK & te L, FE TF 
CERES PALI SMIES V 4 
Bh kU HERE REROF 
アス ボ 」 ル ん と 一 致し ; o=1.7023, B=1.72 
19, y=1.7502, y-a==0.6479, 2V=80~81° 
2% VEWMEIC LC X= ae fh, 2= BH 
色 。 比重 3.328 (20°C) KL THRO 
BW pie bTo CADMHOMRA SiO2 
0.11, AlgOg 78.58, FegO3 1.96, MngOg 
4.32, GaO tr., Hs20 14.65, 計 99.62%, 
Mn” の オイ オン PEE RE な れ ど る , 
Al’” 0.57, Fe’” 0.67 の 中 間 に あ る さ べく, 従 
て R203. HO KRT Ro を 置換 し て 混 
上 品 を 作り 得 べ し 。 X BRHAE OM RMPF 
VAR | と 一 致 せ り 。 (Centrb. Min。, 
11~18, 1929) 〔 寺 木 〕 
953, 蛇 紋 石 及び BBOMRNS ES 成 生 


物 AHH 485 RR, 
454, 硫 物 中 の ゲル マニ ウム Jakch, P. 


Ge は 地殻 の 火成岩 中 の *x10"% 存 
在 せ り と 推定 そら ち れ , 今日 まで の 文献 に 
徴 す れ ば argyrodite, canfieldite, frankeite, 
fergusonite, samarskite, zincblende, smith- 
onite, cassiterite, germanite, enargite, 


mineral water, YE/EAR@ Kir & OBES 
本 に 含有 す と, 更に 著者 は arc spectrog- 


raphic method を 用 ゐ て Ge の 検出 法 を 逃 


<, ZR UCKS Ot OD Geos 
Aj BEL VY , stannite に 就 て は England 
の Conrwall 産 の も の Ge の 量 最 る も 多く, 
Bolivia 産 の も の 最も 少く , 推 人 た に Ge の 
HoORMPpss stannite 中 に BE Sy Pyrar- 
gyrite に 就き て は , Ge が 0.07% を 含む あ 


Y RERSEALOSHY, Arizona の 自 . 


然 鋼 は Ge % 0.001% 含む 。 Missouri jE 
calamine は chalcedony 及 sphalerite & yt 
じ て 産 す , calamine は Ge を 含ま ざる も そ 
れ と 一 緒 の sphalerte は Ge DLE BH 
ERT > RELA br CR 
zh Ge を 含み , AMAR Pollucite % Ge 
を 含み , SAC VV 7 SHH 
( Gt Aats ein), RACKET 
CBRNE T VAY | 長石 が 外 の 長石 よ 
り Ge に 富む ,21 種 の 電 無 石 中 1 種 の か 
SEL L, AEA, 監 介 石 は Ge を 含み 王 線 
Alk Ge を 克 ふ 少く 含み 輝石 , 柴 菊 煙 石 , 
古 銅 石 の 研究 は 一 定 の 結論 に 冒す 。 角 
A, BA, BRNA Geox~x7 b 
UABD ( eR wD 非常 に 少量 含み , & 
BAIL Ge aPEBIc L, Ale Ge cH 
HES SANT brie L, RVEAD HERTHA 
Ge を 含ま ず , 石英 を 5 MAME WR 
Ge 線 存 在 せ ず , BAA SHV 。 CEcon. 


* wb 


$k 249¢89) 


Geol. 33, 660~670, 1928 ; 34, 470~480. 
1929) (HRA) 
455, DLKF YVRLRBREOD ARR 
Hughes, W. 

Mengies 及 Sloate の 両氏 は 箸 て Nature 
の 3097 ICBC P| ボラ ン ゲ ダム OR 
TH IC PUKE DS 3 EIT O RACH 
いて PEA OREE 求め た る に BL, 
Hughes litROH ( MHA Yo 

Hughes S(t EC MERE ICC WERE & 
燈 融 し, それ を 冷却 し た る 時 に 基 内 側 に 
生 ぜ る 硫黄 結晶 の IMAIKHE & MHA LT, 
ERB BRIC PS CHE aE ETHIE HEE 
HES 3 AOS IK FE] © West を 燈 し て 流 
OME & te LHOMORMRA LMT 3B 
に 外側 に 向 つ て 引か る ^ 事 と な る 。 WL 
CAH AK PRIS BE IC SEH ES LT BR IK TE 
用 する 結果 同 現 象 を RBI L, BIC 
PAGS [A S> “CRB & BKK LO S ERS 
る も の に し て , kO 場合 硫黄 は Ams 
labile 駄 態 た に ある る も の ょ > 如 し と な せり 。 
We LD | KRIY KA LOWE Uh 
Ps ts DoH & BIL L, 其 の to 
Re SA Om ICH UCHR IC lala 
せ ば 何れ ゃ 一 直線 を 得る を UT DIE 
FY R BH Th LOU Y WEB Ota Kk 

weLeCMALELICTS%2ORSA 

LUT, MEFKARKROMK 3 ai 
BE WNORBREATS LOKSLFKLF 
Sro( Nature 123, 603~604, 1929 Ani) 
455, 結晶 作用 の 周期 型 並 に 渦 蒲 型 
Hedge, E. S. 

Hughes fRjtw | RIVRKA OF HI 
LCR 3 RRM e MALT, 之 れ は 


融解 そる 硫黄 の 場合 に 生ずる 同心 輪 の 如 
(, 一 の 週 期 前 HAE に ょ る も ゃ の な リ り 
と な せる が ,Hedge 氏 は 却 て ミン デ | rH 
Hh Di BA © KRRATKIC IAG 3 #8 ETE AIC 
際 し て 普通 の 同心 輪 を 生ずる 場合 に , た 
Ei SIKHSE LET SHSSPHECE 
Bt, HERER YY sa) ムー デ ク 
ョ メ | bOMRE RMR OMH ATA 
EC CRS THEY SBSH MOIR 
BSE を 見 た る が , 之 れ は 硫黄 の 場合 と は 
全く 異な り , 一 の 核心 を HU KUCH 
に 向 ふ て BEER 3 ICES, 結晶 作用 は 周 
Bk VEY AWK S CHB Sto 
し て , 結晶 は 中 心 よ り 起 り て HARI ~~ 
る 場合 は WAH Fle SHI ed 
DVYIASNSNAVNIARHVITY FOU 
GC hit RE & St SAO % OB Bic 
RIC MV EC SRORAEV, HCH 
{fl > a BK OS BAS BE SAS ICME He 
REMICBMLE RD RR ORDA LSE 
DS ICU bh (2 Le i (EF OF 
K LTH) RIVA A DIMEN v WF ¢ 
の 如く し て 生 ぜ る も の な らち ん 。 CNature, 
123, 837~838,1929)( AnD 

457, ARRBOKIWS SAME Frear, 
G. L., Johnston, J, 

COg の 分 訂 0.0003 ~1.0 SRR, 温度 
25°C OKCYS & AiG ORME EW) 
jE VQ activity product constant (x4.3 x 
10°? % V5 RCOg OAH 0.1~1.0 MB 
te SRR De Y DARE PIU 
OVP IC IAT 3 GAR OVS MEE & OM 
定 せ そり 。 (J. Am, Chem, Soc. 51, 2083 ~ 
2093 ~1929) 【〔 渡 洪 新 〕 
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458, NesquehoniteDK (“Hd SSF 
. fg Kline, W. D. 
、 CO ORK 1~0.0001 $4 EBA KEL5° Cm 
KEYS SR~ TF RY Y 2 OVARIES 
測定 そる に , PBs 0.004 FAMRIC 至る 
ECAREICLT, と れ 以 下 の CO ゥ の 気 
万 に て は 水 酸 化 物 が 安定 な り 。 炭酸 マグ 
ネ シ ウ ム の activity product constant は 
1xl0-° に し て , 水 酸 化 物 の も の は 5x 
10° % 9 (CJ. Am, Chem, Soc, 51, 2093 


~2097, 1929) Coe 
BEBRU RUS 


459, #EHRBEORW Brauson E.'B., 
Tarr W. A. 

AiR ICI 3 BEAR E (SBA Piz 
2, REP Wie shee SKB VAs tM 
FY FUMRIC PO B SEK FRA OA IR 
Aa lCTA SHS IE RRC BORIC HY SHA 
Dt Orr), BU SARA lt eM EL 
な る 長 さ 約 4ー6 ft OMIA e res 
が (1) KARP ARM BORMe AL 
(2) Hah = & ABERKORESIK LT, IG 
mb Eo ABER IS IC HH I YS 5 ERE 
を 有 し 各個 々 は 潤 線 色 の 粘土 蘭 層 に た ょ り 
TRIS 3, fF (3) THEO MSHS HER 
CEA IC LCR MICRE GT ZB( Oo 
“Stylolitic seam” を 有する 等 の 特徴 あり 。 

著者 は 夷 構 造 の 成因 に 開 し て 次 の 如く 
BY) o JERTRHE A ADCA Ic BE x 
DELSAF RIBBED SOL 
同様 に , MA AIC Heh S 溶解 作用 と 礎 カ 
に 原因 せる も の に し て , 多少 水 下 面 に 洛 
へ る 物質 の Bie 全体 に 礎 編 を 起 し , Uh 


DPS \— REL % A % (CHEB BS tee 
SHG BFE On & 條 線 を 生じ , BL LBA 
を 形成 せる も の な り (Bull. G, S.A. 39, 
1149~1153, 1928) C An#e) 

0, BRO 定量 的 決定 に ASSR 
色 法 Gabriel A., Cox, E. P. 

BA eBek ons 又は その 中 の ! 砂 或 
LE OFLO'P OR ( OBA RD & a te 
SRO 親 の 中 に て HEKR kV DH 
し , #2 = BSE Rae + AIRE 用 あぁ て で 
Wd, NEL HL, MARCH LT 
TERT & RBCS SHE Y. 
HA ICKY MBA REO Be 
AU, PBA PRE BES. LEBO 
A MB RABI CRe Re, A 


Kis BY), PRAGA ELAR, BH こ 


は 種類 に 依り 自 色 叉 は 墨色 に 見 ゆ 。 る も ゃ し 
MIS 風化 に 依り 分 解せ ば, 資 色 の 沈 
小生 じ て 元 の 虹 色 は 黄色 に ょ り 示 さる 
b, BHC ABSHG CORREK 依り 分 
解せ そ ず 。 終 長石 を 更に 確 め ん が た め に 
eosine の 如き 染料 を 使用 する に , HRA 
BYU" tMBRACHEAICKS fi 
ERE OH DASH ORE IK RS 0 Mik 
ef (EASA IC 蝶 そ さば, BEL SEI > BME 
L, HORRICKY 容易 た 除き 得る Bas 
知ら ちる 。 (Am. Min, 14, 290~292, 
1929) CHAR) 

461, 水銀 に よる BRASS AM 
481 SiR. 
962, Rapakivi 花 賠 岩 の 三 三 の 斑 物 特 
@lxHET Popf, B. 

Rapakivi ER a OWBILT ODI BG 
ORR & OFM AMEE, ARO AB, ジ 


た 


yb 


鉄 251¢41) 


way, RAO BR OM, MK ws 最初 
xenomorphen Quarz 2 28? ZA ROR 
AB in PICAN SHV, CO’OlER 
次 的 の も の に あら ず し て , BAL BAA 
(CHE GR S BRD te VU . Fedorowm Theo- 
dolithmikroskope に て 個々 の 石英 結 品 主 
輌 の 位置 を 同一 定位 の 長石 に 見 出し ステ 


レラ ヲ 式 投影 の 計時 , 両 礁 物 は trapezoedris- | 


ch の 共生 法則 に 従 ふ の みな ら ず ポ Fersmann 
の Adun-Tschilou-Regel (c jis. BK] = 
MEV, CDUDENFT LAA LOOMS 
teh aS h & % OFF RG PY OH 


。 HILIC UCR IER AICS T IR R22 % 


な る に と れ は 1l12 に 過ぎ ず 。 億 Rapakivi 
花 賠 岩 中 の 角 准 石 は 光 軸 角 の 非常 に 小 な 
6 PR BUC LC AP He IC T380°~ 
40° M,czy=12~149 な り 。 最 后 の 特徴 
は 叉 獲得 な る AK. 長石 の KBRARUE 
雲母 と 三重 又は 四 重 の 共生 を な せる こと と 
な り YoCFort. Min, Krist. Petro, 12, 64~ 
66, 1928) Cy HF) 

463, Ontario, Birch #AMiHORe 
Tolman, C, 


Ue EAE 2 TH ETC A BEAL REA IK fH Y 


Killarney ye Meteo — Fiz % asin bo SHE | 


及 成 分 を 移 異 に する 二 種 の Alaskite o fil 
WREAK IC LC 相 営 動力 匂 拍 を 蒙 れ り 。 

Zt OWMA LAT HEBACEY, 
同化 作用 の 有力 を 立 護 せ ず 。 著 者 は 11 の 
PBA ICR Y EA REA OPTIC BAT 3 
従前 の Foscing aside Ft Stoping Be 
MEL, PAIR e HAL, -OPT RBS 
提出 そり 。 CAm. J, Sci, 17, 403-~424, 
1929) て 上 田 〕 


8 
= 
et OF eet a oe t < = 


| の 時 代 及 成分 


464, HABREHOARHRE AI 


| 489 29K o 


465, SERA ORAM LICEAT 2—-AKt 
ASH 485 BAR o 
466, fATSueERHe UCOBABRSE 
AX HH 483 228% 0 
467, HRRAOA RRSP SEIS DAH KY 
見 た る 所 調 開 東 ロ 1 ム ム bea 

SA (LAH OBL kV 採集 すし 


| OBB ICD & OPERA AL aE IC OR 


物 前 組成 分 を 明 た し, か 《 く し て 得 ら れ た 
bi RICE S SMH ICH 3, 砂 , Mie 
等 の 量 を WTS LIK, THEO MP 
PICZES SRYOMMUC DHEA © 
し , Ti UC PR ERT RO ERT 
M Hs Fj EC AE ME & TE Vo かく 
LCA (2 BAH IK BRC BSE 3 TAA 
Bile | AORMARU  OFLAUIKIE eS 
FETA eRRCZRHEWALNEV, 
(地質 , 36, 91~102, 1929, WB 4C 根 本 

468, Whin Sill Rtnic Amt Sam 
Holmes, A., Harwood, 


H. F. 

Great Whin Sill と し て WAS #Kiic 
有名 な る イン グラ ンド 北部 の 下部 石炭 弓 」 
JRO AKRA AB RIC MTC Hh, BEIK BR 
Sve Bimal hid CH (Hip Teallo ge 
ARRAS Ee SMAI. FH 
者 は と れ ら の RARE WAL, 最初 
に 一 般 地 質 を 輝 べ た る 後に 正規 岩石 (中 
thie 3 BAIN O aA EEA, 
確 物 成 分 及び BRA RA, 次 に Biz. 
る dikc-echelon 4 (AICHE % CT % OW AHR 
造 , BARBERA HERDS & FMS 


252C42) ib 


Sk 


Yo CHEMAGHEM—TSWAL VY 
Ket bi, Hat HRA OLS IPE ¢ 
FAUT MC CH EMA AH te OE 
SHA Te BK VY DRE LY OFe S 
~(, £OBANPUIIC HAL Tid, 19254838 
者 が Upper Brockram 刻 中 に 於 て Whin 
Sill の 細 粒 種 に 相 営 する 石英 粗 粒 記 武 岩 
O— pie 見 出し た を た あめ に , 今日 に RT 
は We:tphalian て 上 部 石 談 紀 うと Saxonian 
CSI) LOM な らむ と 考 へ らち る 。 最 
PIC GI RU その 分 布 に 論 及 し , TO 
Whin Sill HeAKx, HORAK RTC 
DE OBE BAe EVA FLMC BRC 
AG L, AALS © BIR 及び 岩 床 と 
te U CHD 3 6H FIO VIG BASE IC 
Lt, そら の HaARKS VRRRARKOR 
後 の 分 化 生 成 物 な り 。 LT OPER 
Bia Ga A OF REGINA IC & CHAD 
y 。 (Min. Mag., 21. 493~542, 1928) 

CREAR 

469, Whin Sill O83 (C#T S—H 
BR Tomkeieff, S. I. 

Whin Sill oWARiERO BABE 
APEC Holmes 及び Harwood MiG 
LOCH Sirk V CRHGEBA IAD 
BIC ASLAN GAC ICS THLE OBR 
び 酸 性 分 結 作 用 の 如き と の 岩 床 中 に 生 ぜ 
る 特質 を 記述 を り 。 岩石 石 理 た に ょ より と の 
ARE CL) AMA CGI) (2) 中 粒 質 
CHUL BNA 2) (3) ALEVE GEHL BD) © 
3 種 に 分 ち ,(1) ALT RMI Oc 
HL Qa) の 肉 側 に あり て と の 介 
床 の 大 部 を 構成 し ,(3 う は Taxitic texture 
22 LK, De Ak, RE tA a 


AE Us pectolite Bey & te V 極め 
CHIC FT 5% ORV. HUTDGS) 
は heteromorphic_ rock に L-C4E SRP 
(FAOLL, 1.4 O PHBL 同一 な る さ 
SEYUC, ORMoOK a 単に BIH 
OREN BZ OPK EAE SH BEM 
分 に の み 影 響 さ る る も ゃ の と 考察 せら る ささ 
L, 猫 と の 揮 融 成分 に 富む 岩上 忠 に 於 け 
る 赤色 岩 片 及び 酸性 崖 脈 の 生成 は , CO 
ASAE OSAP RAT SURIIKZ 
の 肉 部 に 於 て liquation-differentiation を 
行 ひ , か く し て wet 及び dry ofijfractions 
RAW LY, LT 前 者 は 後者 に 比 し ょ 
Y 56az te S PAGHRGRICSE L4G 3 Fe DICH 
OIE SBR LOK SBME BA 
な 結 品 過 竹 を と り た る が 故 な り 。 (Min. 
Mag., 22, 100~119, 1929 う C 根 本 
410, 岩石 分 折 に 際 し て 堅 化 加里 及 協 化 
FhYGLORZSHEBRE Slawson, 
Cc. B. 

平均 火成岩 の アル ヵ リ 」 は 一 般 に 1022 
以下 に し て , 多く の 場合 に は アル ヵ リ |」 
の 量 其 だ 少な き XH, 分 離 困難 な る を 
以 て NagO+KoO と し て 報告 を らち る 。 著 
BLT UHAY | OF ty ORME OMA 
& PASC CHE LT NalO Ru Ke O 
EEN ZOEY, Zc BH, Vow 
OZDCciWb FT UC RASS eG D 
線 に 習 す る KC OMPAa 1.490 に し 
て , NaCl ORiz 1.544 な Y。 WA OE 
物 の 混合物 を 固溶体 を 生ずる や ら 冷 却 せ 
ば , thRoORTAd WHO Hommes 
®,NaCl o % t&(n-1.490)/(1.544~1.490) 
な り 。 BBO AAC HRA, PAR Ic 


i i 


2 


oe 953(43) 


ape es ee 


BS SIC, KC] 及び NaCl AHEAK hi 
じ contineous series を 作ら ざる る も , 一 般 
式 xKCl. yNaCl % SPHERES B4n 
o,WlE ZEOMKLY 二 っ の 定 ま れ る 
成分 が 分 離し , それ に 相 座 する RGAE 
有する 複 幸 を 決定 そり 。 種 々 の 複 幸 の 属 
HERE KCl RU NaCl oF FA* Bey 
に 示 し, LORTAR BO 成分 の 開 係 
tips, fal KC] 及 NaCl の 量 の 決定 
に 於 て 複 壊 の 使用 を 例 を Fle CRHIL, 
更に カル シウム , ス トロ ョ ロン シウム の 如き 
ELMER % OIC 8 fe) CIMA TIE & HE 
FAL#t & Wt (Am, Min, 8, 293~298, 
1929) (瀬戸 〕 


£EB RS 


471, RVEREAWRARICGET Joseph, T., 
Singewald, J. R. 

RY Ev DBRS HERS BLO EB IK HK 
り て その 成因 を 攻 究 され た る も の に し て 
著者 は 果して ILO PRK O cassiterite 
が supergene mineral 2 し て 承 朗 さる さき 
PAP Coe, HC Ransome に 依り て 
I~ bt L, CL) geological, (2) mineral- 
ogical, (3) chemical, (4) textural, の 4 5H 
に つき て 吟味 し , HOG cassiterite を 
supergene mineral と すべ きき geological 
evidence は 甚だ 少な く , Hh BM RS 
ARES LES RE, LL MORE 
WL Mtr Leis, cassiterite の 成 生 が 
他 の hypogenc sulphide minerals より も 
BURMA OILY LAREN LS 
る こさ か ら ず 。 MPLEROMAICHK TA 
casstierite は と れ ら の hypogene minerals 


ょ り も も むしろ 早期 の も る の な り と 唱 へ ら 
bo MCHHACORY) Ev HMRis 
cassiterite の supergene origin に 依り て 形 
MINKEVYV LEZHAS MORE LB 
め ら れず と 結論 せり 。CEcon.Geol., 24, 
343-~362, 1929) (rp RF) 
472, A@BRAIMT Bernauer, F. 

Pt, Ra Os 等 は 主 に 地球 の 核心 即ち 
iron nucleus 中 に 存在 する も ゃ の に し て , 
Au, Ag, Hg, Pd Sa with Ic S YC, 外 
FRICTE TLIC THE OY ORPMT S 
Bs IC IES tke SMP OBB 
SDA?RY Lity, ZEO SH を 含有 を 
SAAB ORRE 詳 輝 し , 南 阿 に 於 て 近年 
BME rk SARK MA ICH LEA 
DYE & HL~K VY .CMetallwirtschatt 7, © 
411~413, 1928) Crp ey) 
473, BDI ゴウ スラ アゲ イヤ ャ の HAR 
に 就 て Tornquist. A. 

西北 部 = 「 TV AIH ye Oo — He Hb 
A, QUORRRU RRO 成因 に つき 
CH, 更に と れ ら を 東部 アル プス ネ 地 了 方 - 
Dll --BiRO  D LSERBAEt S % Die 
Y 。 CBerg- u, Huttenmiinn, Jahrb, 77, 
1~27, 1929) C 中 野 〕 
474, Quebec に 於 て 新 ら た に 知ら 泌 た だ 
る telluride HieAl“RET Thomson, 
E, , 

Quebec, Montbray に て は 新た に Te に 
MBit Stina cee 0, hone fh 
TEAM WO, A AIC PAGS 
る も の に し て , その 一 は , FFA EM 
AE OV IC HE C tlk, 1. pyrite, chalcopyrite 


2. pyrrhotite, krennerite, tetradymite, oF 


354¢44) pb 


$k 


altaite, petzite, 4, coloradoite, gold, 5. 
ehalaccite 4c LT, 他 の 一 は krennerite 
を 主 と し , そ の 他 pyrite, chalcopyrite 及び 
少量 の gold, altaite, tetradymite, petzite, 
sphalerite, pyrrhotite, chalcocite 等 ょ り 成 
る 。(Univ. Toronto Studies, Geol. Series, 
27, 11~14,1928) Cra By) 
475, 満 俺 硫 OD RBRERR X-Ray Rie 
{XRET Smitheringale, W. V. 
=x LU CHL SEER BH manganite, 
pyrolusite, hausmannite, braunite, bemen- 
tite, psilomelane, wad © 7 fim HM & 
{ED Reade TP tcc Bee L, HCl, H2SO4, 
H20。, SnClo 及 FeCl。 DABICBT S 
RRR SIM L, 更に 夫々 の も の に つ 
き X-Ray analysis B4FU, ICT OSS 
の hausmannite OBFHLIC IAW S FH RRB 
を 知 らむ が た め に , Sweden の Langban 
PARI 6 7 HPO’ OICMT HEL, 最 
4c Canada Maritime th WICH 3 ta fis 
PAO KA IC> & Cite Y 。CEcon. Geol, 
24, 481~505, 1929) Crh BF) 
476, RRS ABA ASIA 業 概 
要 REN R 
弧 論 と し て 砂 白金 の 意義 及び 成分 , そ 
の 沿革 , Tile kM, FEM IERIE. 
RRA, PRORBHE BALOMME 
2AO, Sint LUCA EAR, KB 
PIAS AG By, 同 雄 信 内 , 同 海岸 , 同 Fe) a 
mL OB A BIC BLT PRS V CHW BE 
HED Rl, FER th HBA ARG BT OE 
Bi) 
477, BStvRWERORIMET BPR 
Fi ZR Uh ISR RER IC BL Btu 


3 BUR 69 ICSE L, AFICR 3 BRO 
WI UC, € ORR, RRR BBO 
HIP SX*k SOBL, SKARHIC 
BWCSEL UCHR OBR 
いて 詳 光 を る も ゃ の に し て , 大 体 次 の 各 項 
に 下 り て 精細 に 攻 究 せり 。 

1. 地質 概要 。 KIRA LER t OBA 
RRMA AO BAER BROOD, 
AU REM O Hl. TARO BK 大 き 及 
Heat OF. BAR EA ORES 2. 
IRR. SMA ARERR IK k SPR, HUGE 
MEIC k ORB, 3. RARE WOR, 
CA ARBESE, 45, 511~552, 19299C 中 野 〕 

AHR B 

478, HRS HOAIMTK EORH 
Lindtord, N, T., Nikolaeff, V. M. 

著者 は 種々 な る WIC BMT, KICKS 
石油 の HRB eA LC, 次 の tn 
amt Yo 油 の 湧出 を 止み た る 後に は 多量 
の 水 が Wh CBA oe 普通 と す , Uy 
OMe NRCS SIA WC, WAR 
期す る 以上 の 石油 が 湧出 し , MT 3 
油 量 は 過大 と な る 傾向 を 有 す 。 

% Grozny 地方 の 採 油 量 は 油 砂 の 容積 


D 12.59 ICHAT o FURATIK (ah eT. 


GAM Z Grozny 油 砂 より , flooding の 方 
法 に 依り て 油 の 7?72.5 を 控 取 し 得 た り 。 
Grozny 油田 に 於 て は 多量 の 地下 水 が 存 
し , PRBS 水 が 油 を HRS SARRB t te 
Y , flooding OYE SMF HAT SLe 
は 54% OPIS Ste Vo 

COMM Rs BSR YS o, 地下 
水 が 多 量 に 存する 場合 に は , 其 残 油 量 は 


=f 5 
‘a 
4 
9 
, 


cea 


‘8 255(45 


今日 迄 概 邊 て られ た る 量 よ り 御 に 少な る 
る の な る 可 し 。(B. Am, A. Petrl. Geol,, 
13, 811~822. 1929) CAA) 

479, (RRO RRSRSTTSS Stadni- 
chenko, T. 

CORREA AWO “mother rock” ょ 考 
へ へ ら る 頁岩 を micro-furnace MRK 
KY Cit SREY, HAWES 
Milt CL) 石油 の 根源 と せら る 各種 有機 
成分 の 相互 骸 偵 億 2 う 各 温 度 に 於 ける 劉 
油 量 及 錠 油 の 生ずる 温度 等 を 決定 せん と 
せり 。 SWOWRA 6 OBR 
前 性 質 を 研究 し , 各種 有機 成分 の 温度 の 
LAK FPSB ORG & EM Vo CB. 
Am. A, Petrl, Geol., 13, 823~840, 1929) 
CAA 
480, 協 基 交換 に 依る 石油 成因 褒 Tay- 
lor, E, M 

ARSE & tp MER & © [Bl IC HE > Bedi as 
行 は る は 一 般 に 認め ら る く 事 質 に し て 
堆積 岩 た に 於 て ゃ 同 現 名 が 行 は れ 得 可 き は 
推定 に 難 か ら ず 。 こ と の 方 面 を 考察 する に 
BtUBErsiaryy att Ru yy 
DARE LT, HA BK e BAS 
る 場合 に は nCa-Clay+-2nNaCl-> 2nNa- 
Clay+nCaClo tr ZHHRKRV CVV 
DIC U, と の KL BHP IC 
CARES tL UKE BATS 場合 に 
ICID MEI LTT HX DIMOY 
DICH MRO MNS WAKA Me ST rv A 
D MERE IC BEC It, 好 無 性 は 勿論 ARTE 
ONG KHV CB, MLK バク テリ ヤ 
OBAT SBT L eV, N77 V+ 


1G B WRAL MLE IC DEER BB 


SLORV AFP VY LOMRAe 
は れ じ も ゃ の と せ ば , 含 油層 を HRI Sw 


(BAT DIVER HY AMY, eH 


の Rumania 及 West Indies yh A OW eM 
HOW A に 就き て Wiig So 結果 に 依 れ 
ば , 何れ る 例外 な し に アル ヵ ゎ リ 性 を 時 し , 
上 財 置換 し 得る マッ ジウ ぇ ム を る も 含有 せり 。 
以上 の 考察 に 基き て 石 油 成 因 を 老 ふ る 
K, ROG iMICSET o MSC) Y YY BKK 
40 roof を 有する 場合 に は AOS 
$y FP EBS FILS, (2 基 roof (a BUT Ic 
LCs RE 2 te) AMOR Cigt 
(3) NaOH の 作用 た にょ り 有 機 物 分 解 生成 
物 た る COs RU ls Me bir, HBA Al 
Rte SAVRMOD Lz SLOMVS K 
然 の 油 及 び WAP ld triglyceride の 混合 物 
と 考 へ ち れ , LEA 分 解 作 用 を 受け た る 
場合 に は メタ ン と glycerol を 生じ , と の 
glycerol (47 fHRt DSS Las HE 
脂肪 酸 の 混合 物 に し て , 次 に LER Tw 
DY VERVE WE BSE ( NIE, パラ フイ 
ン に 相 営 する も の を 生 ず 可 し 。 (J. Inst. 
Petr], Tech., 14, 825~840, 19289C 和 信 木 〕 
481, 水銀 に 依る 孔 率 測定 法 Gealy, 
WwW. B. ; 
WD 2 DALAM be USE te B AR 
を 水銀 を 使用 し て , Russel の 装置 に 依り 
て 測定 する 方 法 な り 。 こ と の 方 法 を アセ チ 
VY,FbFIFBAAVER KAT S HE 
と 上 比 す る に , MA BAPE IK 水銀 の 
EA DSBs LUC, 資料 に ペラ フイ 
ン を 筑 覆 する の 必要 な く 短 時 間 に て 操作 
を な す 事 を 得 , HEI EM SR ORV, 
CB. Am, A. Petrl Geol., 13, 677~682, 


256C469 ED 


$k 


1929) CAA 

492. Amario Fold の ヘリ ウム の 成因 
並 に 集中 に 就 て Ruedemann, P., Oles, 
L., M. 

AIVVARUBLMBRMYE 5S LICK 
び ) SAWS AS SCENE IC EK Eh 
SBM, 著者 は Texas の へ ヘリ ウム の 
FEYRIC 就き て 詳細 に 研究 し , AI AK 
Io RA eH, H Amario Fold RU 
SAVY BAM LARA & © FEMA 
の 開 係 を る 詳 論 せ V OCB. Am. A, Petr), 
Geol., 13, 799~810, 1929) CAI 


eR A 


483, THERES UTOR EARS 
Warghin, W. 

レン = ング ラ | FORWVRRAAM ICR 
て , WERE TD) 含有 岩石 使用 の 
WH Bir LOL SOx, TL KEW 
BRE Uc Murman 地方 の fan Ba & 
MAA Le SMHEUAK VS fh ki OB 
IRIZKEKIC LTH. KT Hida Ete BE 
以 て , OBES TSR E WT % O 
に し て , MAO ( OLED BGOR 
る に に, アルカリ 含量 は 15~16 な りき 。 
Ze 用 ひ て 製造 し を た る 太子 は 良質 に し 
CT, CRRA ME Ic MTA Yo fine z 
RRL UCHS SYR, HAM, KR 
Fe, Nth OE WES CB UT, 最 ゃ 適 
ite SES IC RES, 組織 前 研究 を な し , 其 
O¥e He EAM IC BER t YQ (Trans, Cer. 
Res, Inst., 15, 58, 1929) (4 HH) 
484, }RELBSEO 赤外線 吸 履 バ パンド に 員 
J SiREORB Parlin, W. A. 


燈 融 石英 の 常温 並 に 850°CIC IAT BM 
収 ペ ンド の 研究 を 行 リ り 。 COL S Hi 。 
FRE SESE, 赤外線 Ie 際 近 の 吸収 ペン で ド 
(ARE LAI RY CERES ICBM 
る る %, -BDRELAK UCR, 加 
HICKEY CHE XS, HLS 基 濃度 
KB LABMLSSNY FHSEMNYD 
MX 12.5p HCH SX double OR 


| き パ ンド る も 温度 の 畿 化 に 依り 其 の 位置 は 


BLY LY, Wwe V. Phys. 
Rev., 34, 8L~91, 1929) C4 RA) 

485, マグ ネ シ ャ ヤ ャ REO Sais 
Carstens, C. W., Kristoffersen, Kr. 

諾 威 Snarum pee we TPL MEO 
叉 Alodal 産 の も の は 片岩 中 に 滑石 と 美 
に 出 づ 。 規 者 を 原料 と し 製 せ る マグ ネ シ 
VRE IC 就 て WBE, HBA HT iit 火 
BE, MER AER © HET Yo Suarum PER it 
periclase 5496, forsterite 3894, spinel 896 
kV, Alodal RR spinel 129%, 
periclase 44%, forsterite + clinoenstatite 
449 LU MSo 別に MBAR HAO 
eran & $B % ICE LC Ae LGA © BR 
し た る に 

HyMggSJo0, = 2H,0 TMggSi0, +MgSIO, 


(FEB) GEER) = AUR) 
HoMggSi,0,。=H,0 +3Mgsio, +810, 
‘QHA) CSRAB) = GBF) 


OB & te lL, DORVAL tk BE PEAL DK & SE 
に 熱せ ちる ゝ 時 は 次 の 如く 作用 す 。 
MgSiO3 + MgO = Mg2SiO 4 
GUD GEL AD 
BES 3 IC We BA ILIA © (PS. Bee 
PREVA PRR LE BLES S 時 は , BADRIC 
富 ま ば forsterite と periclase を 生じ , BR 


Ww 


pb 


ら ざ る 時 は 最初 に と 生じ た る klinoenstatite 
の 一 部 紅 存 すべ し 。 CNorsk Geol. Tid, 
10, 1~13, 1928) (AR) 

486, シャ モツ ト の 性 買 改 善 Salmang, 
H., Goeth, F. 

MAME LTS + LOM OH 
& MMIC 6kg/cm” Op KI 加熱 せ 
る 焼成 物 の 比重 , A FLEE, HARB RUBE 
洋 化 作用 を 研究 せり 。 閣 果 の 概要 を 逃さ 
む に , 此 重 は Al20s の 増加 並び に 焼成 温 
HE 2 SEIC HTM L, HFLHEIK AlgOg と 英 に 
1% AnEEB ey DA FLIES AE IK LD 
TSZ4LIAPILOBRAMKRTCA BL 
Lo BAIR THE AF 1 bILOS 
の は 高温 に 於 て 最 安定 に た し て , KH MB 
WH OBR KABEBK IE 1630°C まで 高 ま れ 
Yo RAE ome BT Spee Ate 
Yo YX EY b OBMFERALEIC EY 
CHEBBE SH LBRO BBs z 
が た め 決 定 す る を 得 ざ りき 。CSprechsaal, 
62, 503-~506, 521~532, 539~543, 1929) 
CHAI 
487, BRM AMM), ZrO, Rutty, 
O., Ebert, F. 

ZrOg OFEAICMR LAR RAS Se 
MLT Sd, ICM CHIL Be RB 
SV oI 1000°C HPT ZrOg td WM 
WHEE & 77 O MLA EAA KOU IED AR IC 
る に 原因 する も ゃ の と 考 こ ちる 。X 線 的 研 
究 に 依る に 雨 者 格子 慣 敷 は 
BR 2 
a=3.174 A, b=5.266 A,c=5,308A,d==5.68 
TE pa 


a==5.07A, c=5.16 A,d=6.10 


録 » BRD 


§R BKC MgO, ScgO3, YaOs, CeO2 © 
如き 酸化 物 の 少量 を 含む 時 は 1700°C に 
BCRAKOUVABFT BEY Rate V5 
但し ZrO2 固有 の も の に あら ず 。 Zr- 
oxychloride, Zr-oxalate, Zr-nitrate の 如き 
LIA AS OP & MORES SHEL BEIC 1400°C 
KCPCHRERF LAT ZERARE 
MAM t PRE S~L, Zeit. anorg. 
Chem., 180, 19~41. 1929) GHAR 
488, 耐火 用 建築 石材 の 火 熟 交 試 験 FE 
FRIGED TE o 

大 都市 に 於 て 耐火 災 性 建築 材 と し て 使 
用 せら る ^ ぇ へ 10 余 種 の 試料 を 候 定 火災 温度 
た る 1000°C OPRERIOI WK Bt 
と 323 時 間 に し て 冷水 を 以 て 念 准 し , 色 
OBL, FRO ABE, WARARHE, LARA OAT 
GRE eet Vo MAIC k ice a 
は 一 般 に ARR ICB L RIT, (Abs 
YIV| bEKNOBH IRA OPE 
L, ta OM SRE Rit LY se 
至ら ず 。 MAWMOMRMHME ES RAO’ 
ょ り 以 下 四 等 に 分 ち た に た に ,(1) AWA, A 
BUNA, DRE, (2) 元 名 石 KAA CIC 
WURA MEH), av 7) | by C3) Bee 
ALP LRA Ch ba), (4) 岩瀬 , 稽 
FH, FAM TERA LU (東京 工 試 報 , 
24, 1~8, 14) CHAD 


a OR 


489, New Zealand#mRO Ania) 
構造 , 第 二 報 。 火 山 岩 綱 入 の 影響 を Alt 
た る 亜 炭 。Evance, W. P. 

Hit Brockley 層 よ り 粗 粒 素 武 岩 の 
綿 入 の 影 疑 を 受け た る 亜 炭 と 然 ち ざる も 


og 


95848) } 抄 


8K 


Oe BERL, BA ATALIC BADE 的 観 | 物質 の 研究 を 行 る も の な リ 。 か くし て 


FLOR, ROBIE HIE Vo 
PHO PB Y LB ARR ABO 
WRICBN L-C id Hider 3 推論 を 下す を 得 
ず 。 Debris DKMILAMK E RI KAD 


RAH LV KV, 小 量 の 胞子 を 含む 。 


EO ALO BORIC DSC REE R > 


| 


| 
| 


著者 の 検出 せる 物質 は Capron, Onath 及 
Capryl の 各 酸 , 8~9, 9~10 及 10~13 の 
炭素 原子 を 有する 酸 及 燈 融 跡 59~60°C, 
分 子 量 347 OFXERPER FE | re AFUE 
生ずる 高級 の 酸 な り 。 最後 の 本 は ラク ト 


YR EADS LOLINLS 


含有 量 た に 大 な る ZR % 2, KAKO b 
BE BR © BAD Bi IC BE ICHA IC AEE 
せ し 事 を 示す も の な り 。 (Fuel, 8, 54~ | 


58, 1929) Ci FL) 
490, 石炭 の 組成 及 分 類 Fieldner, A.C, 
著者 は 種々 の 見 地 ょ り 事 米 利 加 産 石炭 


OAC MWS SMS HEY. WBE | 


SHAOLE S Sectional Committee 
on the Classification of Coal » ty % #8 
げ , 工業 分 析 , 元素 分 析 , 石炭 成分 HA に 
GES DIREC WCE Yo 


RCHRO RARE EYE NTI | 


に 就 て 論述 する 所 あり 。 著 者 の 成因 論 に 
揮 れ ば 無煙 炭 は 植物 * 質 の 堆積 た 始 り , 
RUE IEH DIG EICHE S 5 PAPA BRET RAE 
せる も の に し て , 泥炭 乃至 石炭 は 基 中 間 
成 生 物 な り 。 (Fuel, 8, 36~45, 1929) 
C 観 見 〕 
491, RHETESTEISENF SABARREOMME 第 
— > Stadnikow, G., Weizmann, A, 
ARIEL RGR IK HST NTE Date & 
知 ち ん が 劉 た に 行 へ る も ゃ の に し て , シベ リ 
+ JED Bogheadkohle の 研究 な り 。 即ち 
VHRESY BY RI wa ky WIC CH 
HL, Be VA & 順次 に 5% の 酒精 性 ナチ ナ ト ョ 
YUN S%DI-T Ss | ルル ア ルコ ホル 性 ナチ 
bom WR, 酒精 及 水 に て 描出 し , 各 描 購 


AEE kV BIL Bogheadkohle の 
Ng GPR © A Be HERB IK eS PBA KR te SE 
認 す る に 玉 れ り 。 (Brennstcff—Chem, 


| 10, 61~63, 1929) C# HD: 
(492, BRABEROME ES CErweich- 


ungs zone )RR(LEH THE Agde, 
G., Lyncker, L, V., 


AHS (LEA OBB S REO HIER 


「 使用 法 を 記載 する も の な り 。 該 装置 は ア 


スハ ルト 研究 用 の Nadelpentrometer に 
依る る % の に し て , Herbst 氏 の ペラ フイ ン 
Obit ewe & Ut % S Pentro- 
meter (CA MORE AS. (Brennstoff— 
Chem, 10, 86~87, 1929) 〔 観 見 〕 
493, HSV の 乾 令 試験 用 アル ミニ ウ 
J.) Windel, A. 

ARMED ERT Z= ldmm. の アル 


(2=3 | pWoORBMIC LT, £2 60cm, 


be = 10cm., Bx 10~lécm. な り 。 
WAI 6.6 WIC LT 5.28ke OF he BH 
AT SEEN Ll BPKOMAR SLMS 


ROM RIC TIE, 本 装置 の 成績 は 甚だ 


良好 に し て , 基 の 際 に 於 ける タ \rRRK 
Wirxvvy ope 200gr Aw Al-v pb 
Ww hICHS <(, 一 回 の BRICK Y 得 を た 
る タタ 」 ル の 量 は 基 の 弧 て の 測定 を 行 ふ に 
充分 な り o(Brennstoff-Chem. 10, 67~69, 


eg 


NV 


$k 259(49) 


1929) (#54) 
494, EYSYBPORIHT 第 三幸 
Tropsch, H., Koch. IT, 

築 一 , HPAP IC SC HAS OIE 1c Cos 
F150 Og, C7 Hig Op 及 Cop Hg On な る 8 
MOBOGHERWTV, ZEORMLE 
Wp ic feet SRLS CMY. we 
MMO eels BEY Dre S Wie 
HE ARE MHCBELTV a, 本 報 は 
High を 試み た る も の に し て , PRM 
OpRT Dey F VIL MPL UCHE 
る 粗 脂肪 酸 の メチ | r= AF NOD 287.5° 
~297.5°C 及 297.5°~307.5°C @ hij ap 
エス テル を 研究 し ,Ca Hp Oo OFEF & HE 
BAL, Cao Hp Oo OFF ¥Et XT SHER 
せり 。 前 者 は 粗 脂 肪 酸 の 47% を な し 
N-Siure (CLC, BMP GA ebSS 
も の な リリ 。 (Brennstoff-Chem, 10, 82~ 
86,1929) 〔 観 見 〕 

参 2 科 B 
495, 地球 に 於 ける (EB THOD Ai 
Goldschmidt, V. M. 

WR = Vr 鐵 の 核 を 有 し = ッ ケ ヶ ケ 
WL, ASE, RSE, WED siderophile 元素 集 を 
bo LWHOV HE ORBMO Fit, = 
i UCHHEA & Str Eclogite shell あり 
て , FERMI EPICA ( の 元素 あり , wi 


中 酸素 は 存在 する 原子 の 敷 の 622% kik 


BT Ric Eclogite shell と iron core の 
間 に は sulphide-oxide shell あり て , $f, 
on, 鉛 , ビス ネス ム ス な る chalcophile 元素 分 
Ai So fT VE APR BG A Fel PPB IK Ud, 
KEE RLS), LEWES V2 S 


WAH & — RTA t OM OLB UHO DB 
GHA teo 見 地 ょ り 考 へ ちる , アル ござ 
ン , 水 , BH, emit ABP K 集 り , Se 
Atmophile 2 09 32, HEKO SBRIEGS 
元素 の 量 は 鐵 の 硫化 及 酸 化 K GAD 3 bk 
に , is HE BLA OFF O Fite Yo 
WBA LR FR Atty oMBoRo 
一 般 開 係 を 見 え 出 さん と し , も しく 1S 
TUH ORF AREF RO MRL LCM 

LEE EDIE, ROMS MRS 9 MSR 
子 容 積 は siderophile 元素 が 最小 た し て , 
atmophile 元素 最大 な り 。 叉 lithophile 
元素 は 曲線 の 降る Lie HO Hh, 石灰 
を 見 出す 。chalcophile 元素 は 昇る 位置 に 
あり 。 

理 人 は 化 誤 元素 の 現在 の DMB, HAs 
地球 の 和 道 か 以前 の 歴史 に 分 離せ る 四 相 間 
Olin OPEN (HA SBR Som UTC’ 
冷却 進め ば WG AC 7 @ 2 SER, Bh 
A, Hin, FARA Be, BEE Re 
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